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人文科学研究科 博士(後期)課程
比較文化専攻

経営情報学研究科 博士(後期)課程
起業マネジメント専攻

人文科学研究科 修士課程
国際文化専攻／女性学専攻／福祉社会専攻
国際アドミニストレーシヨン専攻

経営情報学研究科 修士課程
起業マネジメント専攻



建 学 の 精 神

理 事 長 水 田 清 子

21世紀を迎えて，世界の中の日本というテーマの重要性は，さらにいちだんと深まって

いくことでしょう。この国際化の世紀を生きる，曹かな感性と知性と，確かな知識，技能

を持つ若々しい人材を育成するために，城西国際大学が太平洋に臨む広大な九十九里至近

の地に誕生いたしました。

房総の地に出生し，数次にわたる蔵相，自民党政調会長等の要職を歴任し，戦後日本の

政治経済に少なからず寄与してきた清廉な政治家，故水田三宮男の「学問による人間形成」

という理念を建学の精神として，学校法人城西大学は1960年代の初めに発足いたしました。

1992年に開学した，新生の城西国際大学は，その建学の精神を共有し，継続してまい

りますが，さらに，〈国際社会の中で生きる人間の人格形成〉を，本学の学問と教育の目

標としていきます。

大きく変わっていく時代とともに，大学もまた日々新たな活性化を求めなければ，その

役割を果たすことができませんが，人間と教育の原点は不変です。城西国際大学では若い

人々が〈学ぶことを通して自己の可能性を発見〉し，〈率直さと公平さ〉をふだんの規範

として生きることを目指します。ごまかしのないスポーツの世界におけるようなフェアプ

レイの精神をもって，国の内外で，人生という広いフィールドで，力いっぱい活動するた

めに，若い人々が育っていく希望と抱負と魅力に満ちた場として，城西国際大学は，これ

から新しい年輪を刻んでいきます。
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学生生活のしおり

学 生 証

l. 学生証は，本学学生であることを証明するものです。通学時には必ず携帯し，本学の教職員

より提示を求められた時は，速やかにこれに応じなければなりません。

2． 学生証は，入学時に交付します。卒業，退学及び除籍時には返還しなければなりません。

3 学生証はICチップが搭載され，大変繊細なものです。保管・取扱いには充分に気をつけて

下さい。

4．学生証には暗証番号（パスワード）機能が備わっており，交付時は全員が一律, ｢0000」

の番号に設定されております。各自の責任のもと，暗証番号を学生課前にある暗証番号変更

PCで必ず変更して下さい。なお，暗証番号を忘れると各種の証明書の発行ができません。

各試験を受ける時は，学生証の提示が義務づけられています。

学生証を紛失，もしくは破損した場合は，「学生証再発行願」を学生課に提出し，申込んで

ください。なお，再発行にはいずれの理由に係らず1, 500円かかります。

５
６

学生証のアルファベット記号

人 文 学 部．．…・

国際文化学科…･･･

福祉文化学科･……

国際交流学科…･

メディア文化学料

Ｈ
Ｌ

Ｓ
Ｋ

Ａ

経営情報学部･……･…･……

経営情報学科･…… … ……

国際経営学科……･… ……

福祉環境情報学科………･ ・

サービス経営システム学科

研 究 生･………･･･…・・

科目履修生．．……………．

学部

学科

Ｂ
Ｉ

Ｂ
Ｅ

Ｔ
Ｓ

Ａ

学牛評番号（学生番号）の見方

（国際経営学科）
B 2003-100

（経営情報学科）
B I 2003-1

ll1
所 所 入
属 属 学
学 学 年
部 科 度

B B

ll
所 所
属 属
学 学
部 科

叩
ｌ
↓
入
学
年
度

00 ｌ
↓
個
人
番
号

ｌ
↓
個
人
番
号
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(福祉環境情報学科）
E 2003-100

ll l
所 入 個
属 学 人
学 年 番
科 度 号

科
０

０
０

学０１↓個人番号
０１↓個人番号削却ｌ↓個人番号

私訓
イ３

測
剖

率
３

鐸
３

営
叩
ｌ
↓
入
学
年
度
対
Ｍ
１
↓
入
学
年
度
承
Ｍ
１
↓
入
学
年
度

柵２
デ２

剛２
イ

ビ
Ｔ
Ｉ
↓
所
属
学
科

Ｉ
Ｓ
Ｉ
↓
所
属
学
科

メ
Ａ
ｌ
↓
所
属
学
科

く

ト
Ｂ
ｌ
↓
所
属
学
部

Ｈ
１
↓
所
属
学
部

Ｈ
１
↓
所
属
学
部

卜

Ｂ
ｌ
↓
所
属
学
部

０
０

０
１
↓
個
人
番
号

０
１
↓
個
人
番
号

繩
１

測
乱

時
器

学
３

刻叩ｌ↓入学年度銃Ｍ１↓入学年度
率２

率２
ｌ
Ｌ
ｌ
↓
所
属
学
科

く
Ｋ
Ｉ
↓
所
属
学
科

Ｈ
１
↓
所
属
学
部

Ｈ
１
↓
所
属
学
部

連絡事項

大学から学生への通知事項等は，すべてマグメデイア（電動波動掲示板）または掲示板によっ

てお知らせします。掲示を見落としたために，必要な手続きがとれなかったり，修学に支障をき

たすことが生じることがあります。毎日機会あるごとに各掲示板を注意して兇るように心掛けて

ください。

なお，マグメディア及び掲示板の設置場所は下記の通りです。

マグメディア:A棟第一学生ホール前

B 104教室前

F棟第二学生ホール内

G3棟前

掲 示 板:B棟西端B 101横（学生課）

B棟西端エレベータ隣（教務課，全学科共通，福祉教育センター）

A棟第一学生ホール内（学生課）

Gl棟1階通路（経営情報学科，サービス経営システム学科，国際文化学科，

メディア文化学科）

G2棟1階通路（福祉文化学科，国際交流学科,学生課，国際文化教育センター）

G3棟1階通路（国際経営学科，福祉環境情報学科）

A棟1階 （福祉教育センター）
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授業 関係

履修申請

履修申請とは，所属する学部・学科のカリキュラムの中から学習すべき授業科目を自ら決

定し，所定の様式に従い学部事務室に提出することによって，自己の学習計画を確立すると

ともに，申請した授業科目について履修する権利を持つことになります。

学年の始めに行われる履修申請の手続きは，非常に重要なものでありこの手続きを怠った

り，誤ったりすることは，その年度の履修が無効になったり，授業を受ける権利を放棄する

ことになります。そのようなことでは進級，卒業にも支障をきたすことになりますので，特

に留意して申請手続きを行ってください。

また，学年の始めには履修についての相談期間を設け，諸君の疑問にお応えします。期間・

場所については，毎年オリエンテーション時にお知らせします。

授業時間表

I

1

II

Ⅳ V111時 限 III

15 :00～16:30 1 16:40～18:1013 :20～14 :50時 間 9:30～11忠00111:10～12:40

※定期試験等の時間は，変更することがありますので掲示に注意してください。

111授業時間割表

授業時間割は,A・B・C。Dのクラスもしくは学籍番号によって編成されている科目があ

りますので，自分の所属するクラス等を確かめて，履修計画を立てるようにしてください。

ただし，下記の例のように学科共通科目等では，所属クラスに関係なく科目を選択すること

ができます。詳細については，本便覧に載る学部ごとの「履修の手引と手続き」を参照してく

ださい。

授業時間割表の見方

万コマ･コード番号

,000200』 －ご季／

日本文化研究II(文学･近代） 天--＞
( H400) －＞

科目名

三一
木

教員名

教室

(前）は前期科目

(後）は後期科目

10075001

英語コミュニケーションI(前）

(口頭発表法）

( H300)



学生生活のしおり 21

教室番号の見方

教室番号の頭のアルファベットは棟を表し，後の数字で教室番号を表しますので，校地・建物

配置図等を参考にしてください。

（例)B 103 (例) G1-101

Bは棟番号 103は教室番号 G1は棟番号 101は教室番号

Ⅳ 休 講

担当教員から連絡があり次第，掲示により連絡します。また，始業時刻から30分以上経過し

ても教室に連絡のない場合は，学部事務室まで問い合わせてください。

＊交通機関の運行停止と授業について

交通機関の運行停止（ストライキまたは自然災害などの場合）の際における授業の取扱いは，

JRが始発時運行停止の場合に限り全日休講となりますので，ニュース速報等に十分注意してく

ださい。

V 欠 席 届

やむを得ぬ事情で授業や試験を欠席した場合は，欠席届に診断書または理由書を添えて学部

事務室で検印を受けた後，授業担当教員に提出してください。なお，欠席届の用紙は学部事務

室窓口に用意してあります。

学籍関係

休 学（学則第37条，第38条，第39条，第46条）

病気その他やむを得ない理由により，3か月以上出席することのできない者は，医師の診断書

または理由書を添え保証人連署のうえ，休学願を学部事務室に提出し，学長の許可を得なければ

なりません。

なお，休学期間は1年以内とし，引き続き休学を要する者は，改めて願い出ることによって更

に1年，通算2年まで休学することができ，休学期間は在学年数に含みません。なお，休学を許

可された者は，休学期間中の授業料および施設設備費の半額を免除する。

復 学（学則第38条）

休学していた者が復学する時は，原則として学期又は学年の始めlか月前までに，医師の診断

書または理由書を添え保証人連署のうえ復学願を学部事務室に提出し，学長の許可を得なければ

なりません。

また，復学後の科目履修等については，学部事務室の指導を受けてください。

退 学（学則第40条）

やむを得ない理由により学業を継続することができないときは，その理由書を添え保証人連署

のうえ，退学願を学部事務室に提出し，学長の許呵を得なければなりません。

除 籍（学則第47条）

授業料及び施設設備費の納入を怠り，督促を受けてもなお納入しない者は除籍されます。
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再入学（学則第41条）

正当な理由により退学した者が，その理由を解消し学業の継続が可能となった時には，願い出

により再入学を許可されることがあります。

なお，再入学願は学年の始めlか月前までに，学部事務室に提出しなければなりません。

転 部（学則第33条）

転部を希望する者は，学年の始め2か月前までに，転部受験許可願を学部事務室に提出し，所

属学部長の許可を得て受験することができます。

科目等履修生（学則第54条～第59条）

本学学部における授業の履修を希望する者は，学期又は学年の始めlか月前までに，科目等履

修生受験願を入試課に提出し，入学の許可を得なければなりません。

研究生（学則第60条～第66条）

特殊な研究に従事しようとする者は，研究生受験願を入試課に提出し，入学の許可を得なけれ

ばなりません。

授業料および施設設備費

I 授 業 料

1． 年間納入額を前期分および後期分の2期に分割納入してください。なお，大学から納入振

込用紙が，4月上旬（前期分）および10月上旬（後期分）に送付されますので，必ず所定の

「授業料等納入振込用紙」を使用してください。

2． 授業料負担者は，原則として第一保証人とし，変更がある場合は「授業料負担者変更届」

を経理課に提出してください。

II 施設設備費

毎年度授業料と同時に納入してください。なお，納入振込用紙は「授業料等納入振込用紙」

を使用してください。

111事情により，授業料および施設設備費の納入に支障をきたす場合には，「授業料延納願」を

経理課に提出し，相談してください。用紙は経理課窓l1に用意してあります。なお，学納金が

未納の場合は，当該学期の定期試験を受けられない場合があります。

アドヴァイザー制度

アドヴァイザー制度は，それぞれ担当教員を定め，各担当教員が諸君にいろいろなアドヴァイ

スを行う制度です。諸君の担当教員や詳しいことについては，フレッシュマン・セミナーまたは

オリエンテーションにおいて説明いたします。
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健康管理

健康を保持し，増進させていくことを目的に本部棟1階に医務室があります。怪我をしたとき，

体の調子が悪いときなど，遠慮なく利用してください。利用する場合は，受付用紙が学生課窓口

にありますので，必要事項を記入後，来室して下さい。また，体脂肪計，血圧計も設置してあり

ますので利用して下さい。

I 定期健康診断

本学では毎年4月（前期入学）と11月（後期入学）に定期健康診断（内科検診,X線検査，

身体測定，検尿，聴覚）を実施しており，健康診断の結果は全員に配布します。異常があった

学生は再検査（自費）が必要です。

なお，健康診断を受けなかった場合には，健康診断書の交付ができない事は当然ですが，各

種の奨学金の申請にも支障をきたしますので指定日に必ず受診してください。止むを得ない理

由により受診できなかった学生は，病院もしくは保健所等の健康診断証明書を学生課に提出し

てください（この場合は自己負担となります)。

11 遠隔地被扶養者証

医療機関を利用するとき，保険証が必要となりますので，自宅通学以外は在学証明書を自宅

に送り，遠隔地被扶養者証の発行を受け，常に携帯してください。

学生相談室

大学生活をしていれば，剛ったこと，解決したいこと，知りたい事などいろいろ出てきます。

そんな時は，あなたの成長のチャンスです。

ぜひ学生相談室をご利用ください。

例えば，．「対人関係や家族関係で困っている」

．「友人のこと，家族のことで悩んでいる人がいる」

．「気分や体調がすぐれない」

．「,意欲がわかない」

．「自分のことを知りたい」

．「今の学科が向分にあってないようだ」

．「進路について自信がない」

．「事故にあった」

．「金銭トラブルにまきこまれた」

．「誰に相談してよいかわからない」

相談したい時は，

☆ 相談は原則として予約制です。学生相談室に直接お道｢活ください。
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〒283-8555千葉県東金市求名1番地

城西国際大学 学生相談室
TEL O475-53-2067

☆開室時間

火曜日。木曜日：11時から16時30分

☆その他の時間帯）医務室へ相談の申し込みをしてください。

医務室TEL O475-55 -8899

☆相談室ゥ医務室隣

☆ なお，電話。手紙による相談も受け付けています。

☆相談については，プライバシーを尊重し秘密を守ります。

奨学制 度

奨学制度には，大学独自の水田奨学生制度，日本育英会および地方自治体等の育英資金があり，

それぞれの部署で取り扱っています。

I 水田奨学生制度（学務課）

学校法人城西大学創立者水田三喜男先生の育英の理想を実現するために設けられ，城西国際

大学の建学の精神に則り，優秀な学生の顕彰と，さらなる育成を目的として，成績・人物等優

秀な者を大学院研究科においては，各専攻より1名，学部においては，各学年・各学科より1

名を選考し，授業料の一部として年額300, 000円の奨学金が授与されます。

11 水田国際奨学金制度（学務課）

学校法人城西大学創立者水田三喜男先生の育英の理想を実現するために設けられた水田奨学

生制度とともに，城西国際大学学生の国際的な勉学を奨励することを目的とします。本学学生

の場合は, JEAP制度による留学，海外からの留学生の場合は，姉妹校またはこれに準ずる大

学からの留学生が対象となり，授業料の･･-部として500,000円を上限とし，奨学金が授与され

ます。

III日本育英会（学生課）

日本育英会は，日本育英法という法律によって設立された国の育英機関で，人物・学業とも

優秀かつ健康な学生で，主として経済的理由により修学困難な学生に学資を貸与する制度です。

I｣本育英会奨学金には，第一種奨学金，きぼう21プラン奨学金の二種類があり，1年生に関

しては年2回4月と10月・2年生以上は年1回4月に募集が行われます。奨学生出願受付は，

学生課で取り扱っており，募集の案内についてはすべて掲示しますので，必ず説明会に出席し

て出願手続きに不備のないように心掛けてください。

1． 第一種奨学金（無利子貸与）

第一一種奨学金は，高等学校在学中に日本育英会がおこなう，全国一斉試験によって採用され

るもの（予約特別奨学生）と大学入学後出願し採用されるものと二種類あります。

大学出願での学力の基準は，1年生が高校での評定が3．5以上の者，2年生以上は大学にお
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ける学業成績が上位1/3以内の者です。

貸与月額は，自宅通学が51,000円，自宅外が61, 000円です。

2．きぼう21プラン奨学金（有利子貸与）

きぼう21プラン奨学金は，大学入学後出願し採用されるものであり，貸与する金額には利子

がつきます。利率は，現在0．8％（毎月見直す）です。

大学出願での学力の基準は，1年生が高校での成績が平均水準以上の者，2年生以上は大学

における学業成績がおおむね平均水準以上の者です。また，特定の分野においてに優れた資質

能力を有すると認められる者です。

貸与月額は, 30, 000円・50, 000円・80, 000円・100, 000円の中から選ぶことができます。

3． 予約進学者

予約進学者は，指定日までに「進学届」および「住宅届」（自宅外通学者のみ）を学生課に

提出しなければなりません。期限までに日本育英会へ提出しないと，せっかくの資格を失うこ

とになりますので十分注意してください。

4． 在学届の提出

高等学校在学中に日本育英会の奨学生であった者は，入学後直ちに「在学届」を学生課へ提

出してください。この届け出がないと大学在学中奨学金の返還が猶予されません。

5． 奨学金の支給と返還

奨学金の支給は，各個人名義銀行預金口座にu本育英会より直接振り込まれ，返環は，卒業

後に預金口座から自動振替となります。奨学金は，国民の税金と返環金が主たる財源ですので，

卒業後の返環金は，後輩学生の将学金に循環運用されます。返環の義務を果たして，初めて，

奨学金制度が成り立ちます。

6． 奨学生の成績について

奨学生の成績は，毎年大学側から日本育英会に報告された成績不良・単位不足者は，要注意

者とされ，1年間奨学金の支給を停止されます。ただし，休学の場合はその期間の奨学金の支

給が停止され，退学するとその時点で貸与が終了となりますので，休学または退学する場合は，

必ず学生課へ申し出てください。

Ⅳ 地方自治体等の奨学金（学生課）

茨城県，新潟県，船橋市等の各都道府県または市長村の奨学金や交通遺児育英会等の奨学金

があります。ただし，これらの奨学金については，大学を通じて募集しないものがありますの

で，申し込む場合は早めに各窓口に問い合わせてください。

V 留学生への奨学金（国際センター）

外国人留学生に対し，日本国際教育協会や平和中島財団等の奨学金があります。募集につい

ては，掲示しますので見逃さないようにしてください。

住居関係

自宅から通学できない者は，通学可能なところに「住」を確保しなければなりません。「住」
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は学生生活を充実させるために大切な条件です。大学では，通学に便利な環境で勉学条件にかな

ったところを紹介しています。詳しくは学生課に相談してください。

アルバイト

学生は学問に専念し，これを通じて人格形成につとめるべきで，アルバイトに多くの時間をさ

くことは決して好ましいことではありません。しかし，やむを得ないときは勉学にさしさわりの

ない仕事を選びましょう。求人については，学生課の掲示板で紹介しております。

なお，留学生については，資格外活動許可書の交付を受ける義務があります。詳しくは，「留

学生の手引き」を参照して下さい。

施設・用具使用

本学の体育施設・教室は，正課授業および課外活動で使用していますが，時間の許す限り一般

学生にも開放しています。施設や用具を使用するときは，学生課で手続をしてください。

拾得･紛失･盗難

学内で物品を拾得・紛失したときは，学生課に届け出て拾得届．紛失届に必要事項を記入して

ください。拾得物は学生課前の拾得物ケースに保管してありますので，学生課に申し出てくださ

い。なお，盗難にあった場合は，速やかに学生課に届け出てください。

各自の持ち物の保管・管理には十分注意してくださ↓普段から盗難防｣1 のために、また， 10

忘 れ 物

学内での忘れ物が多いので，持ち物には必ず，学籍番･号，氏名を記入してください。なお，忘

れ物は，拾得物ケースに保管してありますので，学生課にI 旧し出てください。

捨得物ケースに溜まった砧物については，年31gl (7月,12月,2月）処分します。

学用バス

学生・教職員用に東京・蘇我・大綱・成東・成田駅等から大学迄，学用バスを運行しています。

＊現金での乗車はできません。バス利用券を学生課の窓口で購入して下さい。
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城西国際大学 シャトルバス

JR東京駅

|JR横浜駅

|JR木更津駅

|JR柏駅

|JR松戸駅

|JR蘇我駅

|JR大網駅

|JR東金駅

|JR成東駅

|JR成田駅

所要時間

所要時間

所要時間

所要時間

所要時間

所要時間

所要時間

所要時間

所要時間

所要時間

1時間30分

2時間15分

1時間15分

2時間20分

1時間40分

50分

30分

10分

15分

1時間05分

片道

片道

片道

片道

片道

片道

片道

片道

片道

片道

600円

900円

500円

600円

600円

200円

100円

100円

100円

300円

’
二
二
Ｉ

－
１

霊 ｜|，J I U

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

○各駅発大学行き

時間|東京駅発|横浜駅発 東金駅発 成東駅発 成田駅発

15

10

55 50

40

25

15 50

40

木更津駅発 柏駅発 松戸駅発 大綱駅発蘇我駅発

07 40 10 50

昭
一
船
一
ｍ

、
廻
旧
一
ｕ

05 30 125．35

00

叩
一
弱

20 10･20

40 10 1 45

45．551 25

15 00 40

階
05．15

蝿
一
叩

15

05

○大 学 発

時間|東京駅行｜横浜駅行休更津駅行|柏駅行 松戸駅行 蘇我駅行｜大綱駅行 東金駅行 成東駅行 成田駅行

08 25

的
一
皿
、
｜
皿
一
過
一
陞

略

20．3(）

釦
一
妬

30

00 00

妬
一
別
一
㈹

15

55

10．45

O0

45

10 20 20

10･15 1 10･40 40 1 10 1 10

16 50 50 50 40 50

閉-罰
00 1 00 25125

20･30

※道路状況により．到着時間が遅れる場合があります。
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自動車。オートバイ通学

現在，交通事故は毎日のように発生し，尊い命が奪われています。

事故により学生生活や修学に支障をきたすだけでなく，場合によっては人生全てを変えてしま

います。自動車・オートバイ通学の場合，何時・何処で事故に遭遇するか分かりませんd事故を

未然に防ぐ為にも自動車・オートバイ通学ではなく，他の交通手段での通学を心がけましょう。

なお，やむを得ない事情で自動車・オートバイ通学をする者は，ドライバーとしての責任と自

覚を持ち，事故の無い様心掛けて下さい。車輔通学をする場合は，事前に登録が必要となります。

登録のない場合は，車での通学を認めておりませんので，必ず登録をするようにして下さい。登

録用紙は学生課窓口にあります。

学内への乗り入れは禁止です。 指定駐車場 (自動車＝第1また、 第2の2箇所 学外・有料

オートバイ＝第1の1箇所 学外・無料）に駐車する事を義務付けます。

大学周辺道路の違法駐車は，地域住民の方々が大変迷惑しますので絶対に駐車しないで下さい。

違法駐車が発覚した場合，自動車・オートバイ通学禁止及び厳重処罰を下します。

諸 届

I 住所変更届

本人・第一保証人・第二保証人の住所を変更したときは，所定の用紙がありますので記入のう

え，速やかに学生課に届け出てください。

11保証人変更届

家庭の都合で保証人が変わるときは，所定の用紙がありますので記入のうえ，速やかに学生課

に届け出てください。

Ⅲ 身上異動届

本籍地・姓名を変更するときは，所定のﾙl紙がありますので記入のうえ，速やかに学生課に届

け出てください。

Ⅳ 学生団体設立

学生が学内において団体を設立するときは，学生通則第6条を参照のうえ学生課に届け出てく

ださい。

そ の 他

I 大学への電話による問い合わせ（行事予定・休講・その他授業及び試験に|奥lすることなど）

には-一切応じられません。必要のあるときは必ず登校のうえ，掲示により確認するか事務室窓

口に問い合わせてください。

11 大学の機関ではありませんが，学生の厚生援護を目的とする文部省の外郭剛体に,<内外学
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生センター〉があり，アルバイト，住まい紹介のほか，奨学援助，保健診療，厚生会館の運営，

管理及び外国人留学生の援助・内外学生の交流等の事業を行なっています。

（取扱時間） 平 日 9 :00～12:30 13:00～16 :00

体 日 土曜，日曜，祝日，年末年始，創立記念日（7月1日）

［東京学生生活相談所] C161-0034東京都新宿区上落合1-17-1 (西武新宿線下落合駅前）

（アルバイト，特別相談，短期貸付等の業務) a 03-3951-9101

：アルバイトの無料紹介 公03-3951-9105

：特 別 相 談 盃03-3951-9105

：短 期 貸 付 a O3-3951-9105

：留学生相談コーナー 合03-3951-9103

［東京学生住宅相談所] "160-0004束京都新宿区四谷1-21 (JR四ツ谷駅 四ツ谷口3分）

（宿舎の紹介，特別相談等住まいの業務) BO3 -3359-0633

：宿 舎 の 紹 介 盆03-3359 -0631

：留学生相談コーナー 窓03-3359-5997

諸願。届一覧

種 類 摘 用紙配布窓口要 提 出 先

休
復

退

学
学
学

願
願
願

事由が発生したとき，速やかに学部事務室
で相談の上，手続きすること

学部事務室 学部事務室

欠 席 届 やむを得ぬ事情で授業や試験を欠席したと
き

学部事務室 担当教員

(学部事務室）

転 部 願 学部事務室 学部事務室

住 所 変 更 届 本人又は父母，第2保証人の住所を変更し
たとき

保証人が変わるとき

学 生 課 学 生 課

保証人変更届 学 生 課 学 生 課

身 上 異 動 届 本籍地異動・改姓名等があったとき 学 生 課 学 生 課

紛
拾

盗

失
得

難

届
届
届

事由が発生したとき 学 生 課 学 生 課

施設･＃1典使H1願 大学の施設・用具を使用したいとき

提示により指示する（5月）

顧問教員が必要

学 生 課 学 生 課

学生団体登録届 学 生 課 学 生 課

団体設立許可願 学 生 課 学 生 課

授業料延納願 やむを得ぬ事情で，授業料の納入がおくれ
るとき

授業料負担者が変わるとき

経 理 課 経 理 課

授業料負担者変更届 経 理 課 経 理 課
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学生通則

本学学生に関する規定は関連法令に記救されたもののほか，この通則に定めるところに

よる。

学生は入学前に提出した個人調査票・学生個人別カードの記載事項に変更があったとき

は，そのつど速やかに学生課に届け出なければならない。

学生は学生証の交付を受け，必ずこれを携帯し，本学教職員より提示を求められた場合

は，いつでもこれを提示しなければならない。

学生証は入学時に交付する。

学生証を紛失したときは，直ちに学生課に届け出て再発行を受けなければならない。

学生証の所持資格を失ったときは，直ちにこれを返納しなければならない。

学生は，毎年1回本学施行の健康診断を受けなければならない。

学生はその本分を自覚し，社会的な規則・マナーを遵守すること◎他の人に対する暴力

行為・セクシュアルハラスメントなどは決して許されない行為である。また，これらの

行為を目撃した際には速やかに学生部，学生課へ申し出ること。

学生が学内で団体を結成しようとするときは，代表者と顧問教員（本学専任教員）を定

め，所定の様式に従い，代表者および顧問教員が連署・押印をもって学生部長を経て学

長の許可を得なければならない。

許叫された団体は，毎年5月末Hまでに団体名簿を学生部長に提出しなければならない。

提出のないときは解散したものとみなす。

本学は，多様な文化的背景をもつ学生が世界各地から集まっている国際大学である。し

たがって，本学において，特定の政治的・思想的および宗教的活動をしてはならない。

また，政治的・思想的および宗教的団体と認められるものを組織してはならない。なお

かつ，学外においても，大学名を使用して同様の活動をしたり団体を組織してはならな

い。

学生団体が学外団体に参加しようとするとき，または学外において本学名を使用して団

体活動をしようとするときは，代表者および顧問教員の連署・押印をもって学生部長を

経て学長の許可を得なければならない。

学生が学内において集会を開こうとするときは，代表者はその7日前までに所定の様式

に従い，その日時・使用しようとする施設・その他必要事項を記載の上，学生部長に願

い出て許可を得なければならない。なお，集会の終了後その結果について学生部長に報

告するものとする。

前項の集会は，午前9時から後5時までの間とする。

学生が学内外において文書の配布及び掲示をするときは，その責任者氏名を記戦した文

書を提示し，所定の様式に従い学生部長の許可を得なければならない。

第1条

第2条

第3条

２
３

４
条

条
４

５

第
第

第6条

2

第7条

第8条

第9条

2

第10条
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2 前項の掲示は，本学所定の掲示板に掲示するものとし，その掲示期間は1週間以内とす

る。

第11条 学生が学内において世論調査，署名運動，投票及び寄付募集など，本学教職員，学生，

外来者等を対象とする行為をしようとするときは，あらかじめ学生部長を経て学長の許

可を得なければならない。

2 前項に定める行為の責任者は，その行為実施に関しては学生部長の指示に従うとともに

その結果を報告しなければならない。

第12条 学生が，学生通則あるいは学内諸規則に違背したと認められるときは，学則第68条に基

づき懲戒の対象となる。また，学生団体が学生通則あるいは学内諸規則に違背したと認

められるときは，活動停止または解散を命ずる。

付 則

この規則は平成6年4月1日から施行する。

この改正は平成11年7月1日から施行する。



証明書センター 明書センター
（学生課内）

証 セ 〆自
学

内課
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証明書センター

証明書センターは，本部棟1階事務室内の学生課に置き，各種証明書の受付・発行を取り扱っ

ています。発行する証明書の種類と手数料については，次頁の「証明書発行一覧（別表)」を参

照してください。

証明書の申し込みおよび発行について

1.学生証を使用して証明書自動発行機（取扱時間：年末年始および日曜,祝祭日を除く9 :00

~17:00)で所定の操作をしてください。

2． 証明書は即時発行されます。

3．証明書の種類によっては，センター窓口で申し込み，日数のかかる証明書もありますので

注意してください。

4． 証明書の有効期間は3ヶ月です。

5．電話および郵送による証明書の申込みは，原則として受け付けません。

6．学生証はICカードなので折り曲げたり，磁気の傍に近づけないでください。

学生旅客運賃割引証（学割証）についての注意

1． 学割証は，片道の区間内において, 101kmを超え，帰省等で利用する場合に使用すること

ができます。(JR各社のみ）

なお，8名以上の団体で旅行する場合は，団体割引が利用できます。

2． 学割証は，1回の交付で2枚までとし，年間10枚まで発行することができます。（国土交

通省規定）

3． 他人名義のものや記入事項を勝手に書き換えて使用すると，本人が処罰されることはもち

ろん，大学全体の学割証発行停止処分を受けてしまいますので，使用には注意して下さい。

通学定期について

電車の通学定期は，通学定期乗車券購入兼用証明書を学生証と一緒に交付しますので最寄の定

期券発売駅の窓口に学生証と一緒に提示し，購入して下さい。

その後，卒業まで自己管理となります。

ただし，バスの場合は，通学証明書（証明書センター発行）を添えて購入して下さい。

なお，住所変更をした場合，住所変更届と一緒に通学定期乗車券購入兼用証明書を提出して下

さい。
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証明書発行一覧（別表）

受付および発行交付期間手数料種 類

即時在 学 証 明 書 200円

成 績 証 明 書

卒業見込証明書

ﾉノﾉノ

自動発行機

ﾉノ〃

健康診断証明書 〃〃

3日後 証明書センター3日後教職関係証明苔 ﾉノ

3日後福祉関係証明書 ﾉノﾉノ

3日後奨学 金 証明書 〃〃

7日後推 薦 書（進学用） ﾉノ〃

就 職 課推 薦 書（就職用） ﾉノ〃

証明苔センター7u後調 査 書（進学用） 〃

自動発行機即時英 文 証 明 苫 〃

証明書センター3u後学 生 証（再発行） 1, 500H

自動発行機無 料 即時学 割 証

路線バス定期券購
入用通学証明.苫

証明苔センター21二l後〃

通学定期乗車券講
入兼用証明書

2口後 〃〃



館

聿巨

図

|図書館
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水田記念図書館

図誉館は知識の宝庫です。図普や雑誌をはじめとして, CD-ROM,ビデオテープ等大学で

の学習，教育，研究に必要な資料を収集して利用に供しており，現在，約14万冊の蔵書を有して

います。

そして，それらの資料を利用する快適な環境と最新の設備を整えています。

平成13年度開館した新図書館は，情報図書館的機能の充実を図るためメディア・ラウンジを設

け，インターネットによる情報収集や, CD-ROMデータベースの検索に対応するパソコンを

多数配置しています。また，ビデオテープ, DVD, CDなどを利用するための機器を多数配備

した視聴覚コーナーを設けるとともに学習や研究機能の一層の充実を図るためグループ学習室や

閲覧ブースを設けています。

1． 館の利用にあたって

学生，教職員，その他図書館長が許可した者

学生証を自動入館ゲートに差し込み入館します

9:30～20:00 (土曜日9 :30～17 : 00)

日曜日，国民の祝日に関する法律に定める休口，本学創立記念日（4月28日)，

毎月の第1月曜H(館内整理日),春期・夏期・冬期休業中の一定期間。（そ

の他臨時に休館することがあります｡）

利用 資格

入館手続

開館時間

体 館 日

１
１

１
１

１
２

３
４

ｉ
ｉ

ｉ
１

館外貸出2

図苔館の資料は，とくに定める資料（貴重図書，参考図書，視聴覚資料，特別指定図書，加除

式資料，新聞，雑誌の最新号，その他館長が指定するもの）を除き，貸出を受けて館外で利用す

ることができます。

(1)貸出（図耆）の冊数および期間

′紫部学生，研究生，科|｣等履修生…･･･3冊，1週間以内（貸出・返却日を含めて8日間）

大学院学生･…･……･…･･･………．．…･…10冊,1か月以内

（2）貸出の手続

貸出を希望する図普と学生i征を受付カウンターへ提出するか，自動貸出返却機で手続きを

行ってください

（3）返却

貸出を受けた図書は，返却期限内に受付カウンターに返却するか，自動貸出返却機で手続

きを行ったあと所定の場所に侭いてください。図誉館の閉館または休館時にはブックポスト

に投函してください。
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(4)貸出期間の延長

図書を引続き借りたいときは，返却期限内に受付カウンターへ図書を持参し手続きをして

ください。貸出予約されている場合を除き，1回に限り延長できます。

(5)貸出に関する注意事項

①貸出を受けた図書を他人に転貸することはできません。

②図書を破損，紛失した場合は弁償していただきます。

③返却期限を過ぎても返却していない図普がある場合は，新たな貸出を受けることはできま

せん。

3． 図書館利用上の注意

図書館の利用については，職員の指示に従っていただきますが，特に次の事項については厳守

してください。

(1)図書館の資料および機器は大切に扱ってください。

（2）館内では静粛を保ち，また飲食はしないでください。館内は禁煙です。

（3）館内では携帯電話は使用しないでください。

（4）館内で，許可なく集会，印刷物の配布，貼紙等を行わないでください。

（5）所持品の管理は各自で責任を持ち，貴亜品は常に携帯してください。

（6）その他，他の利用者に迷惑をかける行為は絶対に慎んでください。
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情報科学研究センター利用案内

情報科学研究センターでは，研究教育活動の情報化，ネットワーク化，国際化を積極的に推進

しています。すべての教室と研究室に情報コンセントを配置していますので，学生と教職員は

2000を超える情報コンセントから電子メール, WWW,データベースなどのサービスを自由に利

用することができます。また，センターでは国家試験に関する講座を企画するなど，学生のキャ

リア形成にも貢献しています。

1． 設 備

（1）パソコン設置教室

パソコン教室1 (A-204教室）

パソコン教室2 ( A -205'教室）

パソコン教室3 (A-211教室）

パソコン教室4 (B-206教室）

パソコン教室5 ( B -207'教室）

（2）ノートパソコン対応教室

A -202教室 A -203教室

G1-101教室 G 1-102教室

（3）スタジオ・調整室・編集室

自習室

セミナー室

セミナー室

演習室

演習室

B -310教室

G 3-311教室

C 2-105教室B -303教室

G 1-302教室

主なソフトウェア

MS-Office, VisualBasic,

PCA会計

2

COBOL85, Photoshop, Illustrator, Director,

利用にあたって

(1)開館時間 9 :00～17:00

(2)休 館 日 日曜日，国民の祝日に関する法律に定める休日，本学創立記念日（4月28日)，

春期・夏期・冬期休業中の一定期間。（その他臨時に休館することがあります｡）

3

4． 利用上の注意

（1）パソコン教室は飲食（持ち込みも）厳禁です。

（2）教室内のパソコンにはファイルを保存できませんので，フロッピーディスクを各自で用意

してください。

（3）携帯電話の利用を禁止します。

(4) B -206, B -207パソコン教室の自動扉は，時間管理しています。授業開始時10分前に開錠

(Open) ,授業終了時間10分後に施錠(Close)されます。

(5) A -204パソコン教室の入退室には学生証が必要です。
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(6)連絡事項等はセンター前の掲示板で案内します。

(7)その他，他人に迷惑をかける行為を慎み，パソコン教室に関する秩序等については，セン

ター職員および学生管理人の指示に従ってください。

(8)ノート型パソコンは高価な精密機器です。紛失や取り扱いには注意してください。

5． インターネットの利用

教室内のパソコンはすべてインターネットに接続されていますので，ホームページの閲覧や

電子メールの利用が可能です。また，学生ホールや図書館，ネットラウンジには，情報コンセ

ントや電源コンセントが設置されていますので，ノートパソコンを接続してインターネットを

利用することができます。利用規則やネチケットを守ることはもちろんですが，トラブルに巻

き込まれたときには，教職員またはセンターに届けてください。

大学は，教育・研究，学術目的でインターネットに接続しています。節度ある利用を心がけ

てください。

大学内でのチャットの使用は膨大なトラフィック（情報量）を発生し，教育・研究に支障を

きたすため，禁止しています。

6． 電子メールアドレスの取得

電子メールアドレスを取得するには，「ネットワーク利用申請書」を情報センターに提出し

てください。申請書は情報センターにあります。申請には指導教員の同意が必要です。

7．院生自習室と大学院パソコン室(J301)のパソコン利用について

院生自習室と大学院パソコン室(J301)には，デスクトップパソコンを設置しています。ソ

フトはMS.Office, Win/Yat (メールソフト）がインストールされ，インターネットに接続し

ています。

・院生自習室パソコンコーナー(人文科学研科）

パソコン18台，スキャナ1台，ネットワークプリンタ1台

・大学院パソコン室(経情報科学研究科）

パソコン4台，サーバー3台，スキャナ1台，ネットワークプリンタ2台

・利用上の注意

（1）パソコン室は飲食厳禁です（パソコン等の故障の原因となります）

（2）携帯電話の利用は禁止します。

（3）パソコンのHDDにはファイルを保存できませんので，フロッピーディスク等を各自で

用意してください。

（4）パソコンの設定を変更したり，勝手にソフトをインストールしないでください。希望が

ある場合は情報センターに相談してください。

（5）サーバを利用するにはユーザ登録が必要です。サーバ管理者に相談してください。

（6）他人に迷惑をかける行為を慎み，室内の整理整頓を心がけてください。
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情報科学研究センター配置図8
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国際文化教育センター

学校法人城西大学国際文化教育センターは，広く国際的な視野の下で物事を考え，行動するこ

とのできる人間の育成という，本学の理念を具体化するための研究と教育を目的として，1985年

4月に創設されました。

このセンターは，今日の世界と日本との相互認識と理解を深めるため，日本文化を中心に，ヨ

ーロッパ・アメリカおよびアジア・アフリカ文化の個別性と関連性を把握する学際的な比較文化

研究を行うこと，それを通じて人権の平等の進展に寄与すること，また女性の社会的な平等の実

現のために必要な資料の収集・充実をはかることなどを目的としています。

これらの目的を達成するためにセンターでは海外の大学との提携による教員・研究者・学生の

研修や，留学生の積極的な受入れなどを拡充していく機関として広範な活動を行っています。

初代センター所長には，学校法人城西大学の常務理事であり，本学の学長である人文学部の水

田宗子教授が就任しました。水田教授は1961年，東京都立大学大学院英米文学科修士課程在学中，

フルブライト奨学生としてイエール大学大学院に留学, 1970年同大学で博士号を取得，以後メリ

ーマウント大学，スクリプス大学，南カリフォルニア大学などで比較文学の研究と教育にあたっ

てきました。その20年にわたる在米経験から，日本に関心のある諸外国の人々が日本文化と社会

を理解するのに役立つために英文誌REVIEW OF JAPANESE CULTURE AND SOCIETY

の発行を企画し，創刊号を1986年に刊行しました。研究員がそれぞれの領域における研究の成果

を発表できる場として, ｢JOSAI INTERNATIONAL REVIEW :国際文化研究所紀要」を創

刊し，英文誌とともに年1回刊行しています。また，女性学の「U.S.-JAPAN WOM EN'S

JOURNAL」を定期的に刊行しています。

REVIEW of JAPANESE CULTURE AND SOCIETY

Vo1. 1 - Vol. 13 (英文誌）

US.-JAPAN WOMEN'S JOURNAL

英語版 Number l -22

日本語版 Number l -27

国際文化研究所紀要

第1号一第8号

センターでは，これまでの学術研究・交流の，ともすれば欧米に偏ったあり方をあらため，ア

ジア・アフリカなども含んだグローバルな，より広く多様な異文化間の相互交流・相互理解の視

点と関係を作りだしたいと考えています。その活動の要点を列記すると下記のようになります。

(1)本学教員の国内外の研修，客員教授・研究員・留学生の積極的な交流・受入れ。

（2）在学生の教育に貢献する語学セミナーはじめ各種課外活動。

（3）国際交流，日本文化の紹介，国際シンポジウムの開催など。
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(4)比較女性文化研究のための資料・情報の収集・交換，研究会・寄付講座・シンポジウム

などの開催。

(5)機関紙，研究刊行物，翻訳および英文刊行物の発行。

これらのうち，皆さんに特に関連がある活動について説明します。

I・海外留学をはじめとする国際交流の推進

アメリカのカリフォルニア大学リバーサイド校(UCR)とウェスタン・ミシガン大学(WM

U),カナダのカモーソン・カレッジ(CC)とセントメアリーズ大学(SMU)台湾の淡江大学他，

計12大学との姉妹校提携および中国の吉林省延辺医学院との友好提携が結ばれ，学術交流，学

生・教職員の交流が盛んに行われています。

また，1989年4月からは国際化時代に生きる感性と能力を持った若い人材を育成するための

本学校法人独自の海外留学制度JEAP (Josai Education Abroad Program:城西国際大学海外

教育プログラム）も発足しています（58頁～62頁を必読)。

11．社会人・学生を対象としたエクステンション・プログラムの実施

「いつからでも，いつでも，だれでも学べる」開かれたもう一つの大学＝コミュニティカレ

ッジ（エクステンション・プログラム)。本学では，学生，社会人，女性，外国人留学生のため

に豊富なコースとプログラムを設けていきます。

まず開講を予定している講座の内，学生の資格取得や技能習得に関する内容のエクステン

ション・プログラムの概略を紹介します。

◎ INTENSIVE ENGLISH講座

日常会話に必要な応用力をつける「英会話人門，中級, Discussions」コース，子供達に英

語を教えるための「Teaching English to Children」や楽しく演じる「Engl ish Through

Drama」などを実施。1級の合格をめざす「英検特訓コース」などを予定しています。

◎ TOUCH COMPUTER !講座

パソコン検定目標の「入門パソコン講座｣，「入門ワープロ講座｣，「ワープロ検定受験準備」

「MOUS検定対策」そして英語で学ぶ「Making Homepage in English」を実施。更に腕

をあげたい方への各講座を予定しています。

◎ 簿記会計特別講座

日商簿記1級・2級・3級試験対策講座の実施。その他，公認会計士，の合格をめざす各

コースを予定しています。

◎ 社会福祉士受験対策講座

社会福祉士国家試験合格のための事前準備講座です。各学年毎の基礎編，関連知識編を実

施の予定です。
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． 小売商検定試験（販売士）対策講座

小売業経営に密着し，百貨店や専門店などの販売業でのプロとしての証明となる資格取得

を目的とした講座です。

◎ 中国講座

ダイエットや美容のために役立つ「中国気功｣，「太極拳」を実施しています。

また，学校法人城西大学国際文化教育センターのエクステンション・プログラムは，学生

のみならず，職場や地域で自立し新しい能力や技能を身につけようとする社会人や女性など

のためにも用意されています。地域の人々と本学学生が共に学べる，市民講座的なプログラ

ムとしては，上記講座のほかに，楽しく作品を仕上げる「ドライフラワーアレンジメント｣，

「美術で遊ぶ｣，「阿波藍の絞り染色」そのほかに自然を学ぶ「森を楽しむ講座」など教養を

高めるプログラム，刺繍，手話講座などを実施，予定しています。
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JIU未来講座

急速に発展した科学とテクノロジーによって，世界は情報ネットワークで瞬時に結ばれ，地球

を一つの生活圏とさえする交通と交流が可能となった半面で，異文化間の不寛容と抗争もまた深

刻化していて，混沌とした不透明な現実は，新しい世紀となった今も解決していません。

21世紀が始まった現在，未来は未知な魅力に満ちています。新しい経験と新しいモデルを志向

して，ここから新しく出発すること。知性と精神を眠り込ませていては「未来」は視えてこない

のです。

核の廃棄，紛争の国際的解決，経済発展と貧困の克服，性差からの解放，宇宙資源の探査，環

境破壊につながらないエネルギーの開発，都市の設計，遺伝子や生殖テクノロジーをふくむ生命

科学の発展とコントロールの必要性等々,21世紀に私たちが直面するさまざまな問題と，変容す

る文化と人間をみつめて，私たちは, ｢J1L床来講座」を企画し，スタートしました。

開学以来，多くの成果をあげてきた「J1時付講座」を，さらにひと回り大きく成長させた，

この「J1[床来講座」は，それぞれの分野の最先端で活躍されている先生方を招いて，若い人々

のいきいきとした知的関心を刺激し，自発的で主体的な探求心を目ざめさせる，フレッシュなテ

ーマを用意して，長期にわたって開設されます。

それと同時に，この講座を単に受講するだけはでなく，テーマの設定や講師の希望などに学生

諸君の声を反映させ，また，講座の運営などにも学生諸君の積極的な参加を求め，「未来講座」

を，教員，研究員，大学院生，学生のユニークな協働の場にしたいと考えています。

多様でバラエティに富んだ数多くのテーマを学ぶとともに，一つのテーマをさまざまな角度か

らより深く掘り下げ，理解したり，参加者の一人ひとりが知識と思索と想像力の豊かな可能性を

自分自身に発見する，私たちは，「未来講座」をそういうプロジェクトとして成功させようと呼

びかけます。

2002年度の未来講座は「2020年の社会・暮らし」等を想定したテーマを各受講生が設定し，そ

のテーマに基づいて具体的な作品づくりを目指しました。

なお，本講座は単位制で，履修学生には所定の単位が認定されます。

2002年度未来講座の研究テーマ例

「コンピュータゲームのネットワーク化と子供の生活の未来」

「幸せコミュニティ2020」

「国際語としての英語と私」
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JIU国際総合講座趣意書

城西国際大学長 水 田 宗 子

城西国際大学(JIU)の建学の精神は「学ぶことを通じての人間形成」にあり，教育理念は「国

際社会・情報化社会に生きる」有為の人材の育成にある。

城西国際大学はこの精神と理念を掲げて，平成4年4月，千葉県東金市に経営情報学部経営情

報学科，人文学部国際文化学科をもって発足した。以後4年間を経て平成8年3月には第1回卒

業生を社会に送り出し，同年4月には一層の発展を目指して人文学部に福祉文化学科，国際交流

学科の2学科を新設した。同時に人文科学研究科修士課程国際文化専攻，同女性学専攻も新設。

とりわけ女性学専攻は日本で最初の専攻として注目されている。

また，平成10年4月には，人文科学研究科博士課程比較文化専攻（比較文化分野，比較ジェン

ダー論分野)，経営情報学研究科起業マネジメント専攻を新設，大学院の整備充実を図るととも

に，留学生別科日本文化専修課程，同日本語専修課程を開設。平成11年4月には経営情報学部に

国際経営学科，福祉環境情報学科の2学科を新設，平成12年4月には経営情報学研究科起業マネ

ジメント専攻博士（後期）課程を開設。平成13年4月には経営情報学部にサービス経営システム

学科，人文学部にメディア文化学科，留学生別科ビジネス・情報専修課程を新設，平成14年4月

には人文科学研究科修士課程に福祉社会専攻と国際アドミニストレーション専攻を新設し，新時

代の大学として更なる発展へ向けて進んでいる。

JIU国際総合講座は，新学科および大学院の開設を契機として，本学の特色を表現するテーマ

に基づいて平成8年度から開設された。国際性・学際性豊かな，比較文化の観点を活かした講座

で，学部学生，特に新人生に新しい環境で新しく学問の息吹に触れさせ，知的好奇心の開発と勉

学意欲の喚起のために計画された講座である。講座Iは福祉・情報・ジェンダー・国際交流を，

講座11は日本文化をテーマとし，学外からそのテーマに造詣の深い特別講師を招いて講義を受け

る。

学生は，講義の前後にReading and Discussionの時間を設け，専任教員ならびに国際文化教

育センター研究員の指導によって討論等を行い，理解を深める。

本学は開学以来，立地する東金市をはじめ，広く地域社会への貢献を目指してエクステンショ

ン講座，公開講座および県民カレッジを実施してきた。このJIU国際総合講座も地域社会に向け

て公開され，生涯教育の一環として一般市民の来聴，討論等への参加を歓迎している。

なお，講座は金曜日の13：30～16 :30に開かれる。
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JIU国際総合講座IoII

講座I(前期：金曜日111限．Ⅳ限）

講座11(後期：金曜日111限．Ⅳ限）

JIU国際総合講座は，平成8年度から，経営情報学部経営情報学科，人文学部国際文化学科の

両学部に開講された。

本講座は，現代文化の構造を，歴史的なパースペクティブと比較の視点から分析することを通

して，今日の国際社会と文化の諸問題を，多角的かつ複合的にとらえ，理解する力を培うことを

u的とする。講座はIおよびIIで構成され,Iは，福祉，情報，ジェンダー，国際交流の各領域

における諸テーマを,1Iは，日本文化の領域における諸テーマを，以下により学ぶこととする。

a) 学内の講師および学外から招聰した特別講師による講義

b) 資料・史料の読解 c) ディスカッション

「成績評価」は，前期末および後期末のレポート提出，講義出席およびディスカッション参加

等を評価して行う。

【講座担当者】

学 長

副学長

経営情報学部長

人文学部長

教 務 部 長

学 生 部 長

経営情報学部経営情報学科腿

〃 国際経営学科長

〃 福祉環境情報'学科長

〃 サービス経営システム学科長

人 文 学 部国際文化学科長

〃 福祉文化学科長

〃 国際交流学科長

〃 メディア文化学科長

【実施委員】

教務部副部長

Reading & Discussion担当肴については別に掲示する。
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平成14年度JIU国際総合講座前期日程

講座I(福祉・情報・ジェンダー・国際交流）

学習テーマ：「現代社会の先端」

近未来社会において何がissusなのかを考えさせ，キャリア形成に向けて勉学

することの重要性を再認識させる。

月 日

(曜日）
4限(15:15～16：45）3限(13:35～15:05）

4月19日

（金）
3限目 オリエンテーション1

講座1

演題

講師

(福祉・ジェンダー）

私たちが見るアメリカの福祉－ノアを通して

米谷 ふみ子（作家）

ジョシュ・グリーンフェルド（脚本家）

5月10日

（金）
2

5月17口

（金）
3 Reading and Discussion

5月24U

（金）
Reading and DiscussionI

講座2

演題

講師

(国際交流）

国際機関で働いて－あなたは今をどう生きるか

木村 洋（元国際連合地域開発センター所長）

5月31日

（金）
5

6H7日

（金）
Reading and Discussion6

(経営）

ミッション経営

小野 桂之介

(慶應義塾大学大学院経営管理研究科付属ビジネス

講座3

演題

講師

6月14日

（金）
7

スクール校長）

6 H211-1

（金）
Reading and Discussion8

講座4 （情報・メディア）

演題：番組とコンピュータグラフィックス

講師：林 勝彦

(NHKエンタープライス21エグゼクティブプロデューサー）

前期まとめ

Reading and Discussion

6月28H

（金）
9

7月5U

（金）
10



IIU国際総合講座 57

平成14年度JIU国際総合講座後期日程

講座11(日本文化）

学習テーマ：「現代日本文化の普遍性と特殊性」

’月 日

(曜日）
3限(13 :35～15 :05) 4限(15:15～16 :45)

講座1

演題

講師

4限目

(映画）

映画の中に生き続ける日本文化

篠田 正浩（映画監督）

オリエンテーション

9月27日

（金）
1

10月4日

（金）
2 Reading and Discussion

10月18日

（金）
3 Reading and Discussion

講座2

演題

講師

(詩）

詩を読む一百年の恋の詩を中心に

正津 勉（詩人）

10月25日

（金）
4

11月8日

（金）
5 Reading and Discussion

講座3

演題

識師

(古典文学）

語りもの三種－那須与一

松尾 葦江（國學院大学教授）

11月15H

（金）
6

11月22日

（金）
7 Reading and Discussion

講座4

演題

満師

(広告）

アジアの広告，アジアの心

新沢 淳（㈱電通クリエーティブ・マネジメント局情報開発部長）

11月29日

（金）
8

12月6日

（金）
9 Readingand Discusslon

12月13日

（金）
10
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城西国際大学学則(抄）

第1章 目 的

第1条 城西国際大学（以下「本学」という｡）は，教育基本法並びに学校教育法の定めるとこ

ろに従い，広い分野の知識と深い専門の学術を教授研究し，知的，道徳的能力の酒養をはかり，

もって国家社会に貢献し得る人材を養成するとともに，人類文化の発展に寄与することを目的

とする。

第2章 学部及び学科

第2条 本学に経営情報学部・人文学部を置く。

2 前項の学部に次の学科を置く。

経営情報学部 経営情報学科

国際経営学科

福祉環境情報学科

サービス経営システム学科

人 文 学 部 国際文化学科

福祉文化学科

国際交流学科

メディア文化学科

第3章 修業年限及び収容定員

第3条 本学の修業年限は4年とし，在学年数は8年を超えることができない。

第4条 本学各学部の収容定員は次のとおりとする。

編入学定員
(第3年次）

学 部 学 科 入学定員 収容定員

経営情報学科

国際経営学科

福祉環境情報学科

サービス経営システム学科

180名

180名

180名

180名

720名

740名

740名

740名

一
名
名
名

０
０
０

１
１
１

経営情報学部

国際文化学科

福祉文化学科

国際交流学科

メディア文化学科

180名

180名

180名

180名

720名

740名

740名

740名

｜
名
名
名

０
０
０

１
１
１

人 文 学 部

- 1ﾛ
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第4章 職員組織

第5条 本学に次の職員を置く。

学 長

副 学 長

教 授

助 教 授

講 師

助 手

事務局長

事務職員

技術職員

2 前項の外に必要に応じて他の職員を置くことができる。

3 職員に関する規定は別に定める。

第5章 教 授 会

第6条 各学部に教授会を置き，それぞれ所属の専任教授をもって組織する。

2 学部長は，学部教授会を招集してその議長となる。

ただし，学部長に事故があるときは，学部長が予め指名した者が議長を代行する。

3 学部教授会が必要と認めたときは，所属学部の助教授及びその他の職員を教授会に加えるこ

とができる。

4 学部教授会構成員の3分の1以上の要求があったとき，学部長は当該学部教授会を招集しな

ければならない。

5 学部教授会運営に関する規定は，各学部において別に定める。

第7条 教授会は，次に掲げる事項を審議する。

（1）教育及び研究に関すること。

（2）教育課程及び授業に関すること。

（3）学生の入学及び退学に関すること。

（4）学生の試験及び卒業に関すること。

（5）学生の補導及び賞罰に関すること。

（6）教授，助教授，講師及び助手の候補者の推薦並びに退職に関すること。

（7）その他学長の諮問に関すること。

第6章 学年・学期及び休業日

第8条 学年は，4月1日に始まり翌年3月31日に終わる。

第9条 学年は，次の2学期とする。

前学期 4月1日から9月30日まで

後学期 10月1日から翌年3月31日まで

2 前項の規定により年間の授業日数は，原則として定期試験等の日数を含む35週とする。
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第10条 休業日は，次のとおりとする。

（1）日 曜 日

（2）国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日

（3）創立記念日 4月28日

（4）春期休業 3月21日から4月10日まで

（5）夏期休業 7月11日から9月10日まで

（6）冬期休業 12月21日から翌年1月10日まで

2 学長は必要により前項第4号から第6号までの休業日を変更し，あるいは臨時に休業し，又

は休業日に実験・実習・演習等を課することができる。

第7章 授業科目及び単位

第11条 授業科目は，学科共通科目群・専門基礎科目群・専門科目群・特設科目群・自由科目群

及び教職に関する専門教育科目とする。

第12条 前条の科目は，必修・選択及び自由科目の3種とし，講義・演習・講読・実験及び実習

により行う。

第13条 各授業科目の単位数は，1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構

成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学

修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。

（1）講義及び演習については，15時間から30時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもっ

て1単位とする。

（2）実験，実習及び実技については，30時間から45時間までの範囲で大学が定める時間の授業

をもって1単位とする。

2 前項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究，卒業製作等の授業科目については，これら

の学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には，これらに必要な学

修等を考慮して，単位数を定めることができる。

第14条 各学部において開設する授業科目及び単位数は，別表(2)のとおりとする。

第8章 履修規定

第15条 削除

第16条 削除

第17条 削除

第18条 削除

第19条 削除

第20条 学科共通科目群・専門基礎科目群・専門科目群及び特設科目群の中より，各学部・学科

所定の授業科目及び所定の単位以上を履修しなければならない。

2 他の学部又は他の学科の授業科目は，許可を得て履修することができる。

第21条 履修する授業科目は，毎学期所定の期間に登録しなければならない。

第22条 単位の認定は，試験によって行う。
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ただし，授業科目の種類によっては，他の方法によることができる。

第23条 試験は，定期試験及び臨時試験とし，定期試験は学期末又は学年末に行う。

第24条 いずれの授業科目も，授業時数の3分の1以上欠席した場合には，当該授業科目の受験

資格を失う。

ただし，病気又は正当な理由による長期欠席の場合には，特に考慮されることがある。

なお，この場合には別に定める追試験を受けることができる。

第25条 各授業科目の成績評価は,A・B。C・Fで表わし,A・B。Cを合格とし,Fは不合

格とする。

第9章 卒業及び学位

第26条 卒業資格を得るためには，本学に4年以上在学し，学部・学科の定める授業科目のなか

から，経営情報学部は124単位以上，人文学部は126単位以上修得しなければならない。

ただし，自由科目の単位は，卒業に必要な単位数には算入されない。

第27条 削除

第28条 卒業資格を得た者には，卒業証書を授与する。

経営情報学部 経 営 情 報 学 科 学士（経営情報）

国 際 経 営 学 科 学士（経営情報）

福 祉 環 境 情報 学 科 学士（経営情報）

サービス経営システム学科 学士（経営情報）

人 文 学 部 国 際 文 化 学 科 学士（国際文化）

福 祉 文 化 学 科 学士（福祉文化）

国 際 交 流 学 科 学士（国際交流）

メ デ ィ ア 文 化 学 科 学士（メディア文化）

2 学位の授与については，本学学位規程に定めるところによる。

第10章 入学・編入学・転入学・留学・休学及び退学

第29条 入学の時期は，学期の始めとする。

第30条 学部に入学することのできる者は，次の各号のlに該当し，かつ本学が行う選抜試験に
合格した者とする。

1 高等学校を卒業した者

2 通常の課程による12年の学校教育を修了した者

3 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第69条の規定により，高等学校を卒業した

者と同等以上の学力があると認められる者

すなわち

（1）外国において，学校教育における12年の課程を修了した者，又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指定した者

（2）文部科学大臣が高等学校の課程と同当の課程を有するものとして認定した在外教育施設

の当該課程を修了した者
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（3）文部科学大臣の指定した者

（4）大学入学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）により文部科学大臣の行う大学入学

資格検定に合格した者

（5）その他大学において，相当の年令に達し，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者

第31条 入学を志願する者は，本学所定の手続によって願い出るものとする。

第32条 入学を許可された者は，誓約書を添え，所定の期日までに入学手続を完了しなければな

らない。

第33条 他の大学から本学に編・転入学，又は学内において転部もしくは転科を希望する者は，

その学部に欠員のある場合選考によって許可することがある。

ただし，その時期は，学年の始めを原則とする。

2 他の大学へ転学を希望する者は，所属学部長に転学願を提出し，学長の許可を得なければな

らない。

第34条 編入学又は転入学を許可された者の本学入学のための諸手続は，第32条の規定に準じて

行い，かつ前大学において履修した単位の修得証明書を提出しなければならない。

第35条 編・転入学，又は転部した者は，その学部に2年以上在学しなければ卒業することはで

きない。

2 編・転入学，又は転部に関して，本章各条に規定しない事項については別に定める細則によ

る。

第36条の1 教育上有益と認められるときは，本学が協定，又は認定した外国の大学の授業科目

を履修することを許可することができる。

2 前項の規定により修得した単位は,30単位を超えない範囲で本学において修得したものとみ

なすことができる。

3 前2項の規定の実施に関し必要な事項は別に定める。

第36条の2 教育上有益と認められるときは，学生が本学に入学する前に，他の大学又は短期大

学および短期大学・高等専門学校の専攻科において履修した授業科目について修得した単位を，

本学に入学した後における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

2 教育上有益と認められるときは，前項の規定以外に文部大臣の定める学修をおこなった場合，

その成果を本学における授業科目の履修とみなすことができる。

3 前2項の規定により履修した授業科目について修得した単位は，30単位を超えない範囲で本

学において修得したものとみなすことができる。ただし，編入学，転学等の場合については適

用しないものとする。

第37条 病気その他やむをえない事情により，引きつづき3か月以上出席することのできない者

は，その事由を証明する書類を添え，保証人連署のうえ学長に願い出て，その許可を得て休学

することができる。

ただし，休学期間は1年以内とし，更に休学を要する者は，前項により許可を得て1年以内
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に限り休学することができる。

2 休学期間の通算年限は2年とする。

第38条 休学者は，原則として学期又は学年の始めでなければ，復学することができない。

第39条 休学期間は，在学年数に算入しない。

第40条 病気その他やむをえない事情により，退学しようとする者は，その事由を証明する書類

を添え，保証人連署のうえ学長に退学願を提出して，許可を受けなければならない。

第41条 正当な事由で退学した者が当該学部に再入学を志望したときは，選考のうえ許可するこ

とがある。

この場合は，既修授業科目の全部又は一部について，再履修を命ずることがある。

第11章 入学検定料・入学金及び授業料等

第42条 入学を志望する者は，第31条に定める手続とともに別表(1)の入学検定料を納めなければ

ならない。

第43条 入学を許可された者は，第32条に定める手続とともに別表(1)の入学金及び授業料ならび

に施設設備費を納めなければならない。

第44条 授業料は，別表(1)により4月及び10月の二期に分けて納めなければならない。

2 施設設備費は，別表(1)により指定された期日までに納めなければならない。

第45条 一度納めた学費は，事由の如何にかかわらず返還しない。

第46条 停学を命じられた者は，停学期間中の授業料及び施設設備費は納めなければならない。

2 休学を許可された者は，休学期間中の授業料及び施設設備費の半額を免除する。

第47条 授業料及び施設設備費の納入を怠り，督促を受けてもなお納めない者は除籍する。

第12章 委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生

第48条 国又は公共団体から，一定の在学期間と履修科目とを定めて入学を委託された者は，選

考のうえ委託生として入学を許可することがある。

第49条 委託生の入学資格は，第30条の規定を準用する。

第50条 委託生として4年以上在学して，学部学科の教育課程に従って授業科目を履修し，所定

の単位を修得した者には卒業証書を授与する。

第51条 委託生の授業料その他納付金は別表(1)による。

第52条 外国人学生の入学及び転入学については，日本人学生に関する規定を準用する。

ただし，講義を理解し得る程度の日本語の能力を必要とする。

第53条 委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生に関して，本章各条に規定しない事項

については，学部学生に関する規定を準用するほか，別に定める細則による。

第13章 科目等履修生

第54条 学部の授業科目のうちの1科目，又は数科目の履修を希望する者に対しては，科目等履

修生として入学を許可することがある。

第55条 科目等履修生として入学できる者は，履修するに足る能力があると認められた者とする。

第56条 科目等履修生として入学を志願する者は，所定の出願書類に履修しようとする授業科目
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を記載して，学期又は学年の始めに願い出るものとする。

第57条 科目等履修生は，履修した授業科目について試験を受けることができる。

2 前項の試験に合格した者には，その授業科目所定の単位を与える。

3 科目等履修生として在籍した期間は，正規の課程の在学年数に換算しない。

第58条 科目等履修生の授業料その他納付金は，別表(1)による。

第59条 科目等履修生に関して本章各条に規定しない事項については，学部学生に関する規定を

準用するほか，別に定める細則による。

第14章 研 究 生

第60条 各学部において，特殊な研究に従事しようとする者に対しては，研究生として入学を許

可することがある。

第61条 研究生として入学することのできる者は，その学部において，選考のうえ適当と認めら

れる者とする。

第62条 研究生として入学を志願する者は，所定の出願書類に，研究題目．研究計画を記載して

願い出るものとする。

第63条 研究生の在学年限は1年とする。

ただし，事情によっては，期間の延長を願い出ることができる。

第64条 研究生は，指導教員の指導に従って，研究に従事するものとする。

2 研究生は，指導教員及び担任教員の承諾を得て，学部の講義・実験及び演習に出席すること

ができる。

3 研究生として相当の成績を示したと認められる者には，研究証明書を与える。

第65条 研究生の授業料その他納付金は，別表(1)による。

第66条 研究生に関して本章各条に規定しない事項については，学部学生に関する規定を準用す

るほか，別に定める細則による。

第15章 賞 罰

第67条 次の各号の1に該当する学生は，教授会の議を経て学長が表彰することがある。

（1）品行・学力ともに優秀な者

（2）篤行のあった者

第68条 学則その他，本学の定める諸規則を守らず，学生の本分に反する行為のあった者は，教

授会の議を経て学長が懲戒する。

2 懲戒は訓告・停学及び退学とする。

第69条 次の各号の1に該当する者は，退学を命ずることがある。

（1）性行不良で，改善の見込みがないと認められた者

（2）学業を怠り，成業の見込みがないと認められた者

（3）正当な理由がなく，出席常でない者

（4）本学の秩序を乱し，その他学生としての本分に反した者
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第16章 教育職員免許状取得のための課程

第70条 本学に教育職員免許状取得のための課程（以下「教職課程」という｡）を置く。

2 本学において資格の取得できる教育職員免許状の種類及び免許教科は，別表（3の1)のと

おりとする。

3 教員の資格を得ようとする者は，第14条別表(2)に定める，教科に関する専門教育科目のほか

に教職に関する専門教育科目を履修しなければならない。

4 教職に関する専門教育科目及び単位数は，別表（3の2）のとおりとする。

5 前項の専門教育科目は自由科目とし，卒業に必要な単位数に加えない。

6 教職課程履修細則及び教職課程の運営に関する細則は，別に定める。

第17章 学芸員の資格取得に関する課程

第71条 本学に学芸員の資格取得に関する課程（以下「学芸員課程」という｡）を置く。

2 学芸員課程履修細則及び学芸員課程の運営に関する細則は，別に定める。

第18章 留学生別科

第72条 本学に留学生別科を置く。

2 前項に次の課程を設け，学生定員は次のとおりとする。

日本 文 化 専修課程 30名

日 本 語 専 修 課 程 40名

ビジネス・情報専修課程 30名

3 留学生別科に関する細則は，別に定める。

第19章 図 書 館

第73条 本学に図書館を置く。

2 図書館の管理運営，その他必要な事項は別に定める。

第20章 公開講座

第74条 本学に公開講座を開設することがある。

2 公開講座に関する規程は別に定める。

第21章 雑 則

第75条 この学則に特別の定めがあるものを除くほか，この学則の実施の手続その他，

について必要な細則は別に定める。

第22章 改 正

第76条 この学則の改正は，理事会の議を経て理事長が行う。

付 則 本学則は，平成4年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成5年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成6年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成7年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成8年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成9年4月1日から施行する。

その執行
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この改正は，平成10年4月1日から施行する。

この改正は，平成11年4月1日から施行する。

この改正は，平成11年9月1日から施行する。

この改正は，平成12年4月1日から施行する。

この改正は，平成13年4月1日から施行する。

この改正は，平成14年4月1日から施行する。

この改正は，平成15年4月1日から施行する。
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入学検定料・入学金及び授業料等別表(1)

科 目 等 履 修4学生種別
研 究 生学 部 学 生

（委託生を含む） 本学 卒 業 生 本学卒業生以外学 納 金

円
25, 000

円
15, 000

100, 000

270, 000

円
5, 000

円

35,000

300, 000

770,000

入 学 検 定 料

入 学 金

授 業 料 1単位に付
10，000

（各学部共）

1単位に付
10, 000

（各学部共）

30,000 30, 000籍 料

設 備 費

在
施

初 年 度360, 000

次年度以降260, 000

120, 000二ﾉL
同又

(注）1．日本国外から志望する外国人留学生については，入学検定料を減額することがで

きる。

2． 入学試験区分ごとに併願を希望する者には，入学検定料を減額することがある。

3． 委託生の入学金及び授業料は，予定在学期間及び履修授業科目数等により減額す
ることがある。

4． 研究生のうち本学卒業生については，入学金を免除し，授業料も減額することが

ある。

5． 研究生には，研究内容等により必要経費を別途負担させることがある。

6． 施設設備費は，下記のとおり納入するものとする。

初 年 度 入学手続時及び後期(10月）に分納

次年度以降 前期（4月）
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城西国際大学大学院学則

第1章 総 則

第1条 城西国際大学大学院（以下「本大学院」という｡」は，学術の理論及び応用を教授研究

し，その深奥を深めて文化の進展に寄与することを目的とする。

第2条 本大学院に修士課程及び博士後期課程を置く。

2 修士課程は，広い視野に立って精深な学識を授け，高度の専門性を要する職業等に必要な高

度の能力及び専攻分野における研究能力を養うものとする。

3 博士後期課程は，専攻分野において研究者として自立し，研究活動を行うに必要な高度の研

究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うものとする。

第3条 本大学院の修士課程の修業年限は2年，博士後期課程の修業年限は3年とする。

2 本大学院における最長在学年は，修士課程にあっては4年，博士後期課程にあっては6年と

する。

第4条 本大学院は，次の表に掲げる研究科，専攻を置く。

｜
'課程の別専 攻 名

国 際 文 化 専 攻

研 究 科 名

女 性 学 専 攻
修 士 課 程

福 祉 社 会 専 攻人文科学研究科

国際アドミニストレー
ション専攻

博士後期課程比 較 文 化 専 攻

起業マネジメント専攻

起業マネジメント専攻

修 士 課 程

経営情報学研究科

’
博士後期課程

第5条 本大学院の入学定員及び収容定員は，次の表のとおりとする。

収容定員入学定員

15名

専 攻 名

国 際 文 化 専

研 究 科 名

30名化 専 攻

15名 30名女 性 学 専 攻
人文科学研究科

50名25名福 祉 社 会 専 攻

国際アドミニストレー
ション専攻

比 較 文 化 専 攻

起業マネジメント専攻

起業マネジメント専攻

25名 50名

18名6名

40名20名

経営情報学研究科
18名6名
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第2章 教員組織及び運営機構

第6条 本大学院の教員には，本学の教授，助教授又は講師をあてる。

第7条 本大学院に研究科委員会を置き，所属教授をもって組織する。ただし，必要があるとき

は助教授及び講師を加えることができる。

2 研究科委員会の委員長は，研究科長がこれにあたり，委員会を招集し，その議長となる。

3 研究科委員会は，次の事項を審議する。

（1）研究科の教育課程に関する事項

（2）学生の入学，休学，退学，転学，留学等に関する事項

（3）学生の研究指導，試験及び学位の授与に関する事項

（4）教育職員の資格審査に関する事項

（5）学生の賞罰に関する事項

（6）その他研究科に関する事項

第8条 本大学院に大学院委員会を置き，学長，副学長，各研究科長及び各研究科委員会から選

ばれた2名ずつの委員をもって組織する。

2 大学院委員会の委員の任期は2年とする。ただし，再任を妨げない。

3 大学院委員会の委員長は，学長がこれにあたり，委員会を招集しその議長となる。

4 大学院委員会は，課程修了の認定，学位授与，その他各研究科に共通する重要な事項を審議

する。

第9条 本大学院に関する事務は，本大学の事務組織がこれに当たる。

第3章 学年，学期及び休業日

第10条 学年，学期及び休業日は，城西国際大学学則（以下「本学学則」という｡）を準用する。

第4章 入学，休学，退学，転学，留学及び除籍等

第11条 本大学院修士課程の入学資格は，学校教育法第57条第2項又は第67条本文の規定により，

大学の専攻科又は大学院への入学に関し大学を卒業した者と同等以上の学力があると認められ

る者は，次の各号の一に該当する者とする。

ただし，第4項については，大学院への入学に係るものに限る。

1 学校教育法第68条の2第3項の規定より学士の学位を授与された者

2 外国において，学校教育における16年の課程を修了した者

3 文部科学大臣の指定した者

4 大学に3年以上在学し，又は外国において学校教育における15年の課程を修了し，大学院

において，所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者

5 その他大学の専攻科又は大学院において，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者
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第12条 本大学院博士後期課程の入学資格は，学校教育法第67条ただし書の規定により，大学院

への入学に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められる者は，次の各号の

一に該当する者とする。

1 修士の学位を有する者

2 外国において修士の学位に相当する学位を授与された者

3 文部科学大臣の指定した者

4 その他大学院において，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

第'3条 入学の時期は，毎学期の始めとする。

第'4条 入学志願者は，定められた期日内に所定の書類に入学検定料を添えて願い出なければな

らない。

第'5条 入学志願者に対しては，別に定めるところにより，選考を行う。

第16条 前条による選考に合格したものは，所定の期日までに所定の手続きを完了しなければな

らない。

第'7条 他の大学院に在学する者で，本大学院に転入学を志願する者に対しては，欠員のある場

合に限り，研究科委員会の議を経て選考の上許可することがある。

2 前項の規定により転入学を志願するときは，在籍する大学院の学長又は研究科長の許可書を

願書に添付しなければならない。

3 本学大学院の学生が他大学の大学院に転学を志願する場合は，あらかじめ学長の許可を得な

ければならない。

第18条 休学，退学，転学，留学及び除籍等については，本学学則を準用する。

第5章 授業科目，単位数及び履修方法

第19条 本大学院の教育は，授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「指導」

という｡）によって行うものとする。

第20条 本大学院研究科の授業科目及び単位数は，別表(2)のとおりとする。

第21条 研究科委員会は，学生の履修を指導するために各学年ごとに指導教員を定めるものとす

る。

第22条 学生は，指導教員の指示により，履修しようとする授業科目を毎学期の始めに研究科長

に届出なければならない。

第23条 研究科において，指導教員が教育研究上有益と認めるときは，他大学の大学院（外国の

大学の大学院，若しくはそれに準ずる高等教育研究機関を含む）の授業科目を履修させること

ができる。

2 前項の規定により履修した授業科目の単位は10単位を越えない範囲で，本大学院において修

得したものとみなすことができる。
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第6章 課程修了及び学位

第24条 履修科目の単位修得の認定は，試験により担当教員が行うものとする。

2 前項の試験の結果による成績の評価は，優・良・可・不可とし，優・良・可を合格，不可を

不合格とし，合格した授業科目については，単位を与える。

第25条 修士課程の修了要件は，同課程に2年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ必要な研

究指導を受けた上，本学学位規定の定める修士論文の審査及び最終試験に合格することとする。

ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者については，大学院に1年以上在学す

れば足りるものとする。

前項の場合において，当該修士課程の目的に応じ適当と認められるときは，特定の課題につ

いての研究成果の審査をもって修士論文の審査に代えることができる。

第26条 博士後期課程の修了要件は，同課程に3年以上在学し,所定の単位を修得し，かつ必要な

研究指導を受けた上，本学学位規定の定める博士論文の審査及び最終試験に合格することする。

第27条 本大学院の課程を修了した者には，次の学位を授与する。

研 究 科 名 専 攻 名 課 程 学 位

国際文 化専攻 修 士 課 程 修士(国際文化）

女 性 学 専 攻 修 士 課 程 修士(女 性 学）

人文科学研究科

福祉社会専攻 修 士 課 程 修士(福士社会）

国際アドミニスト
レーション専攻

修士（国際アドミ
ニストレーション）

修 士 課 程

比較文化専攻 博士後期課程 博士(比較文化）

起業マネジメント
専攻

修 士 課 程 修士(経 営 学）
経営情報学研究科

起業マネジメント
専攻

博士後期課程 博士(経 営 学）

2 学位の授与については，本学学位規定の定めるところによる。

第7章 入学検定職 入学金及び授業料等

第28条 入学検定料は別表(1)とする。

第29条 入学を許可された者は，所定の期日までに在学誓約書とともに，入学金として別表(1)に

より納めなければならない。ただし，本大学卒業生が入学する場合は免除する。

第30条 授業料は，別表(1)により4月及び10月の二期に分けて指定の期日までに納めなければな

らない。

2 施設設備費は，別表(1)により毎年前期授業料と同時に納めなければならない。

3 修士課程に2年以上在学し，所定の単位を修得した者が，論文審査及び最終試験のみをのこ

した場合は，授業料及び施設設備費を減額することができる。
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第8章 外国人学生，外国人特別留学生

第31条 第11条に定める資格をもち，かつ外国公館の証明のある外国人学生に対しては，第15条

の規定にかかわらず，特別の選考を経て入学を許可することがある。

2 本大学院と協定のある外国の大学から派遣され，本大学院の授業科目を履修しようとする者

は，審議の上，外国人特別留学生として入学を許可することがある。

3 本学則は，前2項の外国人学生，外国人特別留学生にも準用する。

第9章 研究生及び委託研究生

第32条 本大学院を修了した者で，更に研究を継続しようとする者及び特殊な研究に従事しよう

とする者があるときは，研究科委員会で選考の上，これを許可することがある。

第33条 大学院研究生は，指導教員の個人指導を受けるものとする。

第34条 大学院研究生の在学期間は,1年を限度とする。ただし，事情により期間延長を願い出

ることができる。

第35条 大学院研究生の入学検定料，授業料その他納付金は，別表(1)による。

第36条 国立，公立又は私立学校等の教職員等の所属機関の長から，その所属教職員等の研究指

導の委託の依頼があった場合は審議の上，委託研究生として受け入れを許可することがある。

第37条 委託研究生の入学資格は，第11条の規定を準用する。

第38条 委託研究生の授業料その他の納付金は，別表(1)による。

第39条 本章各条に規定しない事項については，大学院学則を，研究生・委託生にも準用する。

第10章 科目等履修生及び特別聴講生

第40条 本大学院の授業科目うち,1科目又は数科目の履修を希望する者がある場合は，審査の

上，科目等履修生として入学を許可することがある。

第41条 本大学院と協定のある他大学大学院の学生で，本大学院の授業科目を履修しようとする

者は，特別聴講生として聴講を許可することがある。

第42条 科目等履修生の入学検定料，授業料その他納付金は，別表(1)による。

第43条 特別聴講生の入学検定料，授業料その他納付金は，別表(1)による。

第11章 教育職員免許状取得のための課程

第44条 本大学院の研究科において取得できる，中学校教諭専修免許状及び高等学校教諭専修免

許状の免許教科の種類は，次の表のとおりとする。
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高等学校教諭
専修免許状

中学校教諭
専修免許状

免許教科の種類
研究科名・専攻名

壼
叩
今
云
垂
函

国 語

地理歴史

英 語

国
社

英

国 際 文 化 専 攻

人文科学研究科

垂
叩

英英 語女 性 学 専 攻

福 祉 社 会 専 攻 福 祉

国際アドミニストレー 公 民

今云

社
ション専攻

商 業経営情報学研究科

第12章 賞 罰

第45条 学生の賞罰については，本学の学則を準用する。

第13章 雑 則

第46条 この学則に定めるもののほか，本大学院生に関し必要な事項は，本学学則の規定を準用

する。

2 本学学則をこの学則に準用する場合は，「学部」を「研究科」と，又「教授会」を「研究科

委員会」と読み替えるものとする。

第14章 改 正

第47条 この学則の改正は，理事会の議を経て理事長が行う。

付 則 本大学院学則は，平成8年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成9年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成10年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成11年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成11年9月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成12年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成13年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成14年4月1日から施行する。

付 則 この改正は，平成15年4月1日から施行する。
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別表(1)

入学検定料・入学金及び授業料等

科目等履修生

(特別聴講生含む）

大 学 院 生

(委託研究生含む）

種 別
研 究 生

学 納 金

円
35,000

円
35, 000

300, 000

70, 000

円
35,000

300, 000

550, 000

550, 000

800, 000

入 学 検 定 料

入 学 金

授 業 料

（1）通 常 の 課 程

（2）修士課程1年修
了コース

在 籍 料

施 設 設 備 費

(1)人文科学研究科

(2)経営情報学研究科

1単位に付

10, 000

30, 000

100, 000

150, 000

(注）1． 研究生のうち本学卒業生については，入学金・授業料を減額することがある。

2．研究生（委託研究生含む）には，研究内容等により必要経費を別途負担さ

せることがある。

3． 修士課程1年修了コースの入学者については，入学金を減額することがある。
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別表(2) 授 業 科 目 及 び 単 位 数

1． 人文科学研究科 国際文化専攻 修士課程

単 位 数
備 考授 業 科 目

必 修 選 択

日 本 文 化 分 野

日本文化研究I(歴史・近代）

日本文化研究11(文学・近代）

日本文化研究Ⅲ（言語・近代）

日本文化特別講義I(古 代 史）

日本文化特別講義1I(古典文学）

日本文化演習IA(歴 史）

日本文化演習IB(歴 史）

日本文化演習11 (文 学）

日本文化演習111 (言 語）

アメリカ文化分野

アメリカ文化研究I(歴 史）

アメリカ文化研究I1(文 学）

アメリカ文化研究Ⅲ（言 語）

アメリカ文化特別講義I(文化摩擦）

アメリカ文化特別講義11(映像文化）

アメリカ文化特別講義111 (アメリカ思想）

アメリカ文化特別講義Ⅳ（美 術）

アメリカ文化演習I(歴 史）

アメリカ文化演習11(文 学）

アメリカ文化演習111 (言 語）

比 較 文 化 分 野

比較文化研究I(比較文化史）

比較文化研究I1(比較文学）

比較文化研究ⅡI(対照言語学）

比較文化研究Ⅳ（比較考古学）

比較文化特別講義I(比較文化史）

比較文化特別講義11(比較地域文化）

比較文化特別講義Ⅲ（比較地域社会）

比較文化特別講義Ⅳ（建築文化論）

比較文化演習I(比較文化史）

比較文化演習11(比較文学）

比較文化演習ⅡI(対照言語学）

比較文化演習Ⅳ（比較考古学）

比較文化演習V(比較民族文化論）

分野共通科目（コミュニケーション）

英語コミュニケーションI(口頭発表法）

英語コミュニケーション11(論文作成法）

英語コミュニケーション111 (討 論 法）

(1)旧本文化分野」「アメ

リカ文化分野｣｢比較文

化分野」のいずれかを

主たる研究分野とし，

その分野より講義3科

目12単位以上また2年

間にわたり演習1科目

8単位を選択必修。

４
４
４
４
４
８
８
８
８

(2)他分野・他専攻の講義

・演習科目または他研

究科の講義科目より，

3科目12単位以上選択

必修。

計32単位以上を修得

し，かつ修士論文を提

出し審査に合格するこ

と。

４
４
４
４
４
４
４
８
８
８

４
４
４
４
４
４
４
４
８
８
８
８
８

４
４

４

計 188
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2． 人文科学研究科 女性学専攻 修士課程

単 位 数
ﾌ区一膠~｢窪一涙

備 考授 業 科 目

基 礎 論
女性学基礎論I(思想と理論）
女性学基礎論II(ジェンダー批評）
女性学基礎論III (研究／調査法）
女性学概論I
女性学概論II

「ジェンダー文化論」
「ジェンダー社会論」
より、8単位論」以上
選択必修。

「ジェンダー論特別講
義」「資料講読」より
6単位以上選択必修。

｢コミュニケーション」
「研修・演習」より4
単位以上選択必修。

「演習」より、2年間
にわたり6単位以上選

(1)

２
２
２

女
女
女
女
ェ
女
女
女
女
女
女
ェ
女
女
女
女
女
女
ェ
女
女
女
久
久
女
女
女
女
女
女

女
女
女
女
女
女
女
女
女
ミ
災
災
災
川
川
川

女
マ

女
女
女
女
女
女
女
女
女

ジ
ジ

ジ
資

コ
研

演

２
２

２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

４
４
４
４
４
２
２
２
２

４
４
４
２
２
２

２
２

６
６
６
６
６
６
６
６
６

２
２

２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

４
４
４
４
４
２
２
２
２

４
４
４
２
２
２

２
２

６
６
６
６
６
６
６
６
６

ングー文化論
性学研究I(ｼｪﾝﾀｰﾋｽ|上A:ﾌｪﾐﾆｽﾄ鴫と懇蝿）
性学研究11(ｼｪﾝﾀｰと文|上B:雌蚊学）
性学研究111(ｼｪﾝﾀｰﾋｽ|上C:近{旧ﾎ群と鮒の湖）
性学研究Ⅳ(ｼｪﾝﾀｰと文|上D:ﾏｲﾉﾘﾃｨ雌の群）
性学研究V(ジェンダーと文化E:文化批I;'ﾄ）
性学研究Ⅵ(ｼｪﾝﾀｰ故|上F:ﾌｪﾐﾆｽﾄ鴫と蕊）
ングー社会論
性学研究Ⅶ(ジェンダーと社会A:家族と政策）
性学研究Ⅷ(ジェンダーと社会B:女性と労側）
性学研究Ⅸ(ジェンダーと社会C:開発と女性）
性学研究X(ジェンダーと社会D:女性と人U問題
性学研究Ⅲ(ｼｪﾝﾀｰﾋ雌E:ジェンダーと府M鵬）
性学研究皿(ｼｪﾝﾀｰとil:fF :高鮒会と騰臓）
ングー論特別講義
性'1を特別I泄筏I(フェミニスト思想）
性学特別I淌疑11(ジェンダーと朧史①:アジア）
‘性学特別拙茂111 (ジェンダーと歴史②: ll4x)
性‘朧特別,溝獲Ⅳ（ジェンダーと歴史③:アメリカ）

蝋潮鱸M陸蓼二鱒淵｜
性'1を特別‘洲筏Ⅶ（ジェンダーとl到家）
‘唯';認湖ﾘ‘洲蕊Ⅷ(l1本の女'lJ|§政策）

輝剰謙譲gごツア蝋;斯粥
‘篭1寄篭艤暴(ﾊﾌｫｰﾏﾝｽとｼｴﾝﾀｰ）
'|'|§'12災文rr料,溝1"I (文 ‘､jを）
性'紫英文蜜料,溝'"1I (比較文化）
，池‘,族英文rr料I溝I流ⅡI ("!譜文化‘氾場,術）

灘鍾目

ユニケーション

I譜コミュニケーションI (II破発炎法）
,淵コミュニケーション11(I論文作成法）
,淵コミュニケーションIII (I;j !補 法）
本I譜コミュニケーションI (II頭発炎法）
本I譜コミュニケーションI1 (!激文章|賊法）
本‘譜コミュニケーション111 (:付論法）
修 ・ 演 習
性‘,jをインターンシップ
ルチメディア演習

習
‘＊学演習I(文化A:フェミニズム批';､ﾄ）
'左学演習11(文化B:ﾌｪﾐﾆｽﾄ美縦と柵Iこおけ&瀞）
’麓学演習I11 (文化C:米文学）
‘進学演習Ⅳ（文化D:日本文学とジェンダー）
’龍学演習V(社会A:家族と政策）
性'学演習Ⅵ（社会B：女性と労働）
性'鴬演習Ⅶ（社会C:開発と女性）
性学演習Ⅷ（社会D:女性と人II問題）
性'紫演習Ⅸ（社会E:ジェンダーと幽家）

(2)

(3)

(4)

択必修。

他叫攻の,溝我・演習科
llまたは他研究科の拙
筏科IIより, 2ili位以
k選択必修。
！;|･32噸位以｜:を修i!}

し，かつ修｜:‘術文を提
出し審從に合終するこ
と。

）

(5)他呼
llま

浅科
吹選

‘;'．

154計 6
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3． 人文科学研究科 福祉社会専攻 修士課程

単 位 数
授 業 科 目 備 考

必 修 選 択

基礎科目群

福祉社会研究I(社会福祉制度・政策）

福祉社会研究II(福祉コミュニティ）

福祉社会研究Ⅲ（ソーシャルワーク研究）

福祉社会研究Ⅳ（国際福祉文化研究）

特別科目群

地域社会の子ども・家族

障害者とコミュニティ

高齢者の生活の質研究

ジェンダーと福祉

家族と社会政策

異民族・異文化社会研究

マイノリティとノーマライゼーション

ソーシャル・インクルージョン

ソーシャルワーク教育

ソーシャルワークと貧困問題

ソーシャルワークと権利擁護

国際社会福祉調査・研究

社会福祉調査・研究I(理論）

社会福祉調査・研究I1(事例研究）

NPOマネジメント

NGOと国際ボランティア

福祉ネットワークとIT

演習・インターンシップ

福祉社会演習I(社会福祉制度・政策）

福祉社会演習11(福祉コミュニティ）

福祉社会演習Ⅲ（ソーシャルワーク研究）

福祉社会演習Ⅳ（国際福祉文化研究）

インターンシップ

４
４

４
４

２
２

２
２
２

２
２
２

２
２
２

２
２
２
２

２
２

６
６

６
６

2

■
Ⅱ
丹
Ⅱ
Ⅱ
０

凸
▲
ｐ
ご
■
■
日

ロ
ロ
・
ｒ
Ｐ 2 74
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4． 人文科学研究科 国際アドミニストレーシヨン専攻 修士課程

単 位 数
考備授 業 科 目

必 修 選 択

基 礎 論

国際アドミニストレーション基礎論I

国際アドミニストレーション基礎論11

国際アドミニストレーション基礎論III

研 究

国際交流・協力研究I(国際協力）

国際交流・協力研究I1(グローバル経済）

国際交流・協力研究Ⅲ（国際政治）

国際交流・協力研究Ⅳ（国際法）

グローバル問題研究I(エネルギー）

グローバル問題研究II(エコロジー）

グローバル問題研究I11 (民族問題）

グローバル問題研究Ⅳ（ジェンダー）

グローバル問題研究V(人口）

国際コミュニケーション研究I(醜コミュニケーション）

国際コミュニケーション研究I1(鴎ｼｬｰﾅﾘｽﾑ）

国際コミュニケーション研究Ⅲ(鵬コミュニケーション謡）

国際コミュニケーション研究Ⅳ(|仲コミュニケーション潮）

事 例 研 究

社会セクター・マネジメントI(M職設雌･巡徽･ WlW)

社会セクター・マネジメント11(セクターIIII協か雌）

ブロジェクI､・マネジメントI(ブロジェク|､l賊･管理）

プロジェクト・マネジメント1I(プロジェクト洲Ⅲ）

事例研究特別誰義I(行政学）

事例研究特別講義11(経済学）

演習・インターンシップ

国際アドミニス|､レーション悩習(修士論文指導を含む）

国際アドミニス|､レーション・インターンシップ

２
２
２

２
２

２
２
２
２

２
２

２
２

２
２
２

２
２

２

2

4012計
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5． 人文科学研究科 比較文化専攻 博士後期課程

単 位 数
授 業 科 目 考備

必 修 選 択

比較文化研究指導

比較文化研究指導I(比較アジア史論）

比較文化研究指導Ⅱ（比較日本史論）

比較文化研究指導Ⅲ（比較日本文学論）

比較文化研究指導Ⅳ（比較考古学論）

比較文化研究指導V(比較文学論）

比較文化研究指導Ⅵ（比較民族文化論）

比較ジェンダー論研究指導

比較ジェンダー論研究指導I(ﾌｪﾐﾆｽﾑ#儲制

比較ジェンダー論研究指導11(文化構造論）

比較ジェンダー論研究指導111 (表 現 論）

比較ジェンダー論研究指導Ⅳ(週t化と女性･家鯛

地域文化研究特論

近 代 日 本 史 特 論

現 代 日 本 語 特 論

現 代 日 本 福 祉 特 論

ア メ リ カ 史 特 論

ア メ リ カ 文 学 特 論

文 化 人 類 学 特 論

英語コミュニケーション

上級英語コミュニケーションI(口頭発表法）

上級英語コミュニケーションII(論文作成法）

上級英語コミュニケーションⅢ(討 論 法）

(1)「比較文化研究指導I

～Ⅳ」又は「比較ジェ

ンダー論研究指導I～

Ⅳ」12単位を含め，16

単位以上を修得し，か

つ博士論文を提出し審

査に合格すること。

２
２

２
２
２

２
１

１
１
１

１
１

２
２
２
２

１
１
１

１
２
２

２
２
２
２

２
２
２

計 138
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6． 経営情報学研究科 起業マネジメント専攻 修士課程

単 位 数
考備授 業 科 目

必 修 選 択

基 礎 論（研究調査法を含む）

起業マネジメント基礎論I

（起業戦略マネジメント論：理論と方法）

起業マネジメント基礎論1I

（起業情報マネジメント論：理論と方法）

研 究

起業マネジメント研究I

（グローバル・マネジメント）

起業マネジメント研究11

（ローカル・マネジメント）

起業マネジメント研究ⅡI

（起業マネジメントのマーケティング）

起業マネジメント研究Ⅳ

（起業マネジメントのロジスティクス）

起業マネジメント研究V

（起業マネジメントの会計）

起業マネジメント研究Ⅵ

（起業マネジメントの情報）

特 別 講 義

起業マネジメント特別講義I(国際人的資源論）

起業マネジメント特別講義11(国際ビジネス論）

起業マネジメント特別講義III (製品開発論）

起業マネジメント特別講義Ⅳ（流通機構論）

起業マネジメント特別講義V(財務管理論）

起業マネジメント特別講義Ⅵ（国際会計論）

起業マネジメント特別講義Ⅶ（財務会計論）

起業マネジメント特別講義Ⅷ（経済制度論）

起業マネジメント特別講義Ⅸ（ｸﾛｰﾊﾙ綴論）

起業マネジメント特別講義X(経 済 法）

起業マネジメント特別講義Ⅲ（情報科学論）

起業マネジメント特別講義皿（情報環境論）

ケーススタディ

起業マネジメントケーススタディI

（流 通 業）

起業マネジメントケーススタディ11

（サービス業）

起業マネジメントケーススタディⅡI

（製 造 業）

(1)「研究」の中より，1

科目4単位を必修。

4

4

(2)「研究」「特別講義」

「ケーススタディ」の

中より，12単位以上選

択必修。

4

4 (3)「演習（修士論文指導

を含む)」の中より，

4 A。Bを継続して2科

目8単位を必修。

4 計32単位以上を修得

4 し，かつ修士論文を提

出し審査に合格するこ

4 と。

２
２
２
２

２
２

２
２
２

２
２
２

2

2

2
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単 位 数
備 考授 業 科 目

必 修 選 択

起業マネジメント地域スタディI

（日本社会と経営）

起業マネジメント地域スタディI1

（アジア社会と経営）

起業マネジメント地域スタディ111

（欧米社会と経営）

演 習（修士論文指導を含む）

起業マネジメント演習1A

（グローバル・マネジメント）

起業マネジメント演習IB

（グローバル・マネジメント）

起業マネジメント演習11A

（ローカル・マネジメント）

起業マネジメント演習IIB

（ローカル・マネジメント）

起業マネジメント演習III A

（起業マネジメントのマーケティング）

起業マネジメント演習III B

（起業マネジメントのマーケティング）

起業マネジメント演習ⅣA

（起業マネジメントのロジスティクス）

起業マネジメン1､演習ⅣB

（起業マネジメントのロジスティクス）

起業マネジメント演習VA

（起業マネジメントの会計）

起業マネジメント演習VB

（起業マネジメントの会計）

起業マネジメント演習ⅥA

（起業マネジメントの情報）

起業マネジメント演習ⅥB

（起業マネジメントの情報）

2

2

2

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

計 1088
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7． 経営情報学研究科 起業マネジメント専攻 博士後期課程

授 業 科 目
単 位 数

考備
必 修 選 択

起業マネジメント研究指導

起業マネジメント研究指導I

（現代起業論）

起業マネジメント研究指導11

（起業マネジメントとマーケティング）

起業マネジメント研究指導Ⅲ

（起業マネジメントと管理会計）

起業マネジメント研究指導Ⅳ

（起業マネジメントと研究開発）

起業マネジメント特別講義

物的・人的投資管理論

国際ディスクロージャ論

起業ファイナンス論

組織ダイナミックス論

サプライチェーンシステム論

知識ネットワーク論

ナレッジワーカー論

現代公益企業特論

起 業 法 務 特 論

経営マネジメントシステム論

経 済 環 境 特 論

ネットワーク技術特諭

計

12 （1）「起業マネジメント研

究指導I～Ⅳ」12単位

12 を含め，16単位以上を

修得し，かつ博士論文

12 を提出し審査に合格す

ること。

12

２
２

２
２
２

２
２
２
２

２
２
２

72
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城 西 国 際 大 学 学 位 規 程

(目 的）

第1条 学位規則（昭和28年文部省令第9号）第13条の規定に基づき、城西国際大学
（以下「本学」という）が授与する学位について、必要な事項を定めることを

目的とする。

(学 位）

第2条 本学において授与する学位は、次のとおりとする。
人文科学研究科 博士（比較文化）

修士（国際文化)、修士（女性 学）
修士（福祉社会)、修士（国際アドミニストレーション）

経営情報学研究科 博士（経 営 学）
修士（経 営 学）

経営情報学部 学士（経営情報）
人 文 学 部 学士（国際文化)、学士（福祉文化)、

学士（国際交流)、学士（メディア文化）

(学位の授与）

第8条 前条の学位は、本学学則及び本学大学院学則の定めるところにより、本学を
卒業した者及び本学大学院の課程を修了した者に授与する。

2 前項の定めるもののほか、博士の学位は、本学大学院の博士後期課程を経な

い者であっても本学大学院の行う博士論文の審査に合格し、かつ試問によって

本学大学院の博士後期課程を修了して博士の学位を授与された者と同等以上の

学力を有することの確認（「学力の確認」という）を得た者にも授与すること

ができる。

(論文の提出）

第4条 前条第1項の規定により学位論文の審査を願い出ようとする者は、学士の場

合を除いて、所定の学位論文審査願に、学位論文及び論文目録を添え、研究科

長を経て学長に提出するものとする。ただし、博士の学位論文審査を願い出る

場合は論文審査料を添えなければならない。

2 前条第2項の規定により学位の授与を申請する者は、所定の学位申請書を学

位論文、論文目録、履歴書及び論文審査料を添え、研究科長を経て学長に提出

するものとする。

8 学位論文は、1編とし8部提出するものとする。ただし学士論文の場合は別

に定める。

また、審査のために必要があるときは、論文要旨、参考論文あるいはその他

参考資料を提出するものとする。

4 受理した学位論文は、いかなる理由があっても返還しない。

（論文審査料）

第5条 本学の論文審査料は、次のとおりとする。

(1)前条第1項の規定による者 50, 000円

（2）前条第2項の規定による者 100, 000円
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(論文の審査付託）

第6条 学長は、学位論文を受理したときは、研究科委員会にその論文の審査等を付
託する。

(審査委員会）

第7条 前条の規定により学位論文の審査を付託された研究科委員会は、学位論文の

審査を願い出た者の指導教員を主査とし、当該論文に関連ある科目担当教員

2名以上からなる審査委員会を設ける。

ただし、第8条第2項の規定による場合の審査委員会の主査は、当該論文に

最も関連する研究分野の教員から選出する。

(論文の審査、試験及び学力の確認）

第8条 審査委員会は、学位論文の審査、試験及び学力の確認を行う。

2 試験は、学位論文を中心として、これに関連する研究領域について筆答又は

口述により行う。

8 第8条第2項の規定による審査の場合は、前項のほか専攻学術に関し、同等

の学力の確認を行わなければならない。

4 審査委員会は、本条第2項及び前項の規定にかかわらず、学位の授与を申請

又は請求する者の経歴及び業績を審査して、試験の全部又は一部を行う必要が

ないと認めたときは、研究科委員会の承認を得て、その審査をもって試験の全

部又は一部に代えることができる。

5 本学大学院の博士後期課程の所定の修業年限以上在学し、所定の単位を修得

し、かつ必要な研究指導を受けた者が、退学後8年以内に博士の学位の授与を

申請するときは、学力の確認を行わないことができる。

(論文審査の協力）

第9条 学位論文の審査に当たっては、他大学の大学院の教員等の協力を得ることが
できる。

(審査の期間）

第10条 審査委員会は、修士の学位についてはその学年末までに、博士の学位につい

ては学位論文が受理された日から1年以内に、学位論文審査及び試験等を終了
しなければならない。

(審査委員会の報告）

第11条 審査委員会は、学位論文の審査、試験及び学力の確認が終了したときは、学

位論文と共に、直ちに学位論文審査結果の要旨、試験結果の要旨及び学力確認

結果の要旨に学位授与の可否の意見を添え、研究科委員会に文書により報告し
なければならない。

2 審査委員会は、学位論文審査の結果、その内容が著しく不良であると認めた

ときは、試験及び学力の確認を行わないことがある。この場合は、前項の試験

結果の要旨及び学力確認結果の要旨を添付することを要しない。
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(研究科委員会の審議）

第12条 研究科委員会は、前条の報告に基づいて審議し、学位を授与すべきか否かを

議決する。

2 前項の議決をするには、委員全員の4分の8以上の出席を必要とする。

8 学位の授与を決定するには、出席委員の8分の2以上の同意を必要とする。

(研究科長の報告）

第13条 研究科委員会の前条の議決をしたときは、研究科長は文書により学長に報告

しなければならない。

(学位授与の決定）

第14条 学長は、前条の規定による報告を受けたときは、大学院委員会を召集し、学

位授与の可否を審議する。

2 大学院委員会において前項の審議をするには、第12条第2項及び第8項と同

数の委員の出席及び同意を必要とする。

(学位の授与）

第15条 学長は、前条の議決に基づいて学位授与が可とされた者に対し、所定の学位

記を授与する。

2 学位授与が否とされた者には、その旨を通知する。

(博士論文要旨等の公表）

第16条 本学は、博士の学位を授与したときは、博士の学位を授与した日から8か月

以内に、その学位論文の内容の要旨及び学位審査結果の要旨を公表するものと

する。

(博士論文の公表）

第17条 博士の学位を授与された者は、学位を授与された日から1年以内に、その学

位論文を印刷しなければならない。ただし、学位を授与される前に既に印刷公

表したときはこの限りでない。

2 前項の規定にかかわらず、やむを得ない理由がある場合は、本学の承認を得

て、学位論文の全文に代えてその内容を要約したものを印刷公表することがで

きる。この場合本学は、その学位論文の全文を求めに応じて閲覧に供するもの

とする。

(学位の名称の使用）

第18条 本規定により学位を授与された者が学位の称号を用いるとき、これに本学の

名称を付記するものとする。

(学位授与の取消）

第19条 学位を授与された者がその名誉を汚す行為をしたとき、又は不正の方法によ

り学位の授与を受けた事実が判明したときは、学長は研究科委員会及び大学院

委員会の議を経て学位の授与を取り消し、この旨を公表するものとする。

2 研究科委員会及び大学院委員会の前項の議決をするには、第12条第2項及び

第8項の規定と同数の委員の出席及び同意を必要とする。
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(登録及び報告）

第20条 本学において学位を授与したときは、学長は、学位簿に登録するものとする。

2 博士の学位を授与したときは、学位を授与した日から8か月以内に学位授与
報告書を文部大臣に提出するものとする。

(学位記及び書類）

第21条 学位記及び学位申請関係書類の様式は、別表のとおりとする。

付 則

この規程は、平成8年4月1日から施行する。

この改正は、平成10年4月1日から施行する。

この改正は、平成12年4月1日から施行する。

この改正は、平成13年4月1日から施行する。

この改正は、平成14年4月1日から施行する。
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別表 1（学位申請関係書類の様式）

(1)第4条第1項の規定による論文審査願の様式

学 位 論 文 審 査 願

年 月 日

城西国際大学学長 殿

研究科 専攻

年 入学

氏名 印

修士 （ ）

このたび の学位を受けたく学位論文及び論文目録

博士 （ ）

を添えて提出いたしますので審査下さるようお願いいたします。

備考 1．論文目録の様式は書類様式(3)によること。

2．博士の学位論文審査願には論文審査料を添えること。

(2)第4条第2項の規定による学位申請書の様式

学 位 申 請 書

年 月 日

城西国際大学学長 殿

氏名 印

このたび博士 （ ） の学位を受けたく学位論文、参考文献、

論文目録、履歴書に学位論文審査料 を添えて提出い

たします。

備考 1．論文目録、履歴書様式は書類様式(3)及び(4)によること。
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(3)論文目録の様式

論 文 目 録

論 文

1．題 目

2．印刷公表の方法及び時期

8．冊 数

参 考 論 文

1．題 目

2．印刷公表の方法及び時期

8 冊 数

年 月 日

学位授与申請者

氏 名

1．論文題目が外国語の場合には、和訳を付記すること。
2．参考論文が2種類以上あるときは、別記すること。
8．論文がまだ印刷公表されていないときは、その予定の方法時期を
記載すること。

4．修士論文目録は論文題目のみでよい。
5．論文目録は8通提出すること。

備考

(4)履歴書様式

書履 歴

本 籍

現住所

名
生

な
日

ふ り が

氏

年 月

学 歴

職 歴

研究歴

賞 罰

上記のとおり相違ありません。

年 月 日

氏名

’
印

備考 1．学歴は高等学校卒業以後の履歴について年次を追って記載すること。
2．本学大学院の課程を経た者は、その単位修得証明書を添えること。
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別表2（学位記の様式）

(1)第8条第1項の規定により授与する卒業証書の様式(学部を卒業した場合）

年
月

日

城
西
国
際
大
学
学
長

年
第

号

本
学

学
部

学
科
所
定
の
課
程
を
修
め
て

本
学
を
卒
業
し
た
こ
と
を
認
め
、
学
士

（
）

の
学
位
を
授
与
す
る
。

卒
業氏

名年
月

日
生

証

書

印

(2)第8条第1項の規定により授与する学位記の様式(修士課程を修了した場合）

年
月

日

城
西
国
際
大
学
学
長

修
第

号

本
学
大
学
院

研
究
科

課
程
を
修
了
し
た
の
で
修
士
（

授
与
す
る
。

学
位

本
籍
（
都
道
府
県
）

氏
名年

月
日
生

記

専
攻
の
修
士

）
の
学
位
を印
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(3)第8条第1項の規定により授与する学位記の様式(博士後期課程を修了した場合）

年
月

日

城
西
国
際
大
学
学
長

博
甲
第

号

本
学
大
学
院

研
究
科

専
攻
の
博
士

後
期
課
程
に
お
い
て
所
定
の
単
位
を
修
得
し
学
位
論

文
の
審
査
及
び
試
験
に
合
格
し
た
の
で
博
士

（
）

の
学
位
を
授
与
す
る
。

論
文
題
目

学
位

本
籍
（
都
道
府
県
）

氏
名年

月
記

日
生

印

(4)第8条第2項の規定により授与する学位記の様式(学位論文提出による場合）
年

月
日

城
西
国
際
大
学
学
長

博
乙
第

号

本
学
に
学
位
論
文
を
提
出
し
所
定
の
審
査
及
び

試
問
に
合
格
し
た
の
で
博
士

（
）
の
学
位
を
授

与
す
る
。

論
文
題
目

学
位

本
籍
（
都
道
府
県
）

氏
名年

月
日
生

記

印
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人 文 科 学 研 究 科

I.大学院における教職課程の履修及び教育職員免許状について

教育職員免許状（専修免許状）を修得しようとする者は，教育職員免許法により授与される免

許状（中学校一種・高等学校一種）を有する者でなければならない。なお，修得する免許状の種

類に応じて，免許法の定める資格要件を満たさなければならない。

1． 免許状の種類および教科

本大学院で取得できる教育職員免許状は，第1表のとおりである。

（第1表）

専修免許状の種類攻専研 究 科

国 語

社 会
地理歴史

英 語

国際文化専攻人文科学研究科

女性学専攻

福祉社会専攻

壼
叩

英

福 祉

社
公

会
民

国際アドミニスレーション専攻

起業マネジメント専攻 英

垂函

経営情報学研究科

2． 免許状の種類および資格

（第2表）

大学における岐低取得単位数所用資格

基 礎 資 格 教科又は教職
に関する科目

教職に関
する科目

教科に関
する科目免許状の種類

2419修士の学位を有すること。
－

学士の学位を有すること。

40専修免許状中
学
校
教
諭

1940一種免許状

に
こ

項
る
７
す

第
有
２
を

の
号

条
称
的
の

第
士
法
学
育
準

教
る
校
め
。

学
定
と

二種免許状
1520

高
等
学
校
教
諭

24194(）専修免許状

1940一種免許状
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11.基礎資格と最低修得単位数

教育職員免許状を修得するためには，修士の称号を有し，さらに教育職員免許法に定める最低

修得単位数を修得しなければならない。

本大学院では，第3表～第9表のとおり教科別に授業科目を開設しているので，各表の最低修

得単位数を修得しなければならない。

1． 人文科学研究科

1） 国際文化専攻

第3表〔国語関係授業科目〕

教育職員免許法施行規

則に定める教科に関す
る専門教育科目及び最

低修得単位数

科 目

訊醒

本 学 開免許

状の

種類

備 考

履修年次単位開 設 科 目科 目 単位

日本 文 化 研 究11
（文学・近代）

日本 文 化 研 究1I1
（言語・近代）

日本文化特別講義1I
（古典文学）

日本 文 化 演 習I1

（文 学）

日本 文 化 演 習1I1
（言 語）

1．2国語の教科に関

する科目

24

1．2

専
修
免
許
状

1．2

1 2

1．2
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第4表 〔社会・地理歴史関係授業科目〕

|免謙’
教育職員免許法施行規
則に定める教科に関す

る専門教育科目及び最
低修得単位数

科 目
ニグL
而又本 学 開免許

状の

種類

備 考

履修年次科 目 単位開 設 科 目単位

1．2日本 文 化 研 究 I

（歴史・近代）

日本文化演習1A
（歴 史）

日本文化演習IB
（歴 史）

アメリカ文化研究I
（歴 史）

アメリカ文化演習I

（歴 史）

比 較 文 化 研 究 I
（比較文化史）

比 較 文 化 研 究 Ⅳ
（比較考古学）

比較文化特別講義I
（比較文化史）

比較文化特別講義I1
（比較地域文化）

比較文化特別講義Ⅲ
（比較地域社会）

比 較 文 化 演 習 I

(比較文化史；アジア）
比 較 文 化 演 習 Ⅳ

（比較考古学）

社会及び地理歴
史の教科に関す
る科目

24

1･2

1 2

專
1．2

1．2修

1．2

免
I 2

21許

1．2

状
1 2

1．2

’
1．2
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第5表〔英語関係授業科目〕

教育職員免許法施行規
則に定める教科に関す
る専門教育科目及び最
低修得単位数

科 目本 学 開 設免許
状の
種類

備 考

履修年次単位開 設 科 目単位科 目

4 1．2

4 1．2

4 1．2

4 1．2

4 1．2

8 1．2

8 1．2

4 1．2

4 1．2

8 1．2

8 1．2

英語の教科に関 24
する科目

(文化摩擦）専
修

免
許

状

(比較文学）

’ (日英言語行動比較）

2） 女性学専攻

第6表〔英語関係授業科目〕

教育職員免許法施行規
則に定める教科に関す
る専門教育科目及び最
低修得単位数

科 目開

皿
又

ヨ
益
肌本 学免許

状の
種類

備 考

履修年次開 設 科 目 単位単位科 目

女性学英文資料講読I
（文 学）

女性学英文資料講読11
（比較文化）

女性学英文資料講読111
（英語文化記号論）
英語コミュニケーションI
（口頭発表法）

英語コミュニケーション11
（論文作成法）

英語コミュニケーションⅡI
（討論法）

２
２

２
２

２
２

●
●

●
●

●
●

１
１

１
１

１
１

英語の教科に関
する科目

４
４

４
４

４
４

24

専
修
免
許
状
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3） 福祉社会専攻

第7表〔福祉関係授業科目〕

教育職員免許法施行規
則に定める教科に関す
る専門教育科目及び最
低修得単位数

科 目

Ｌ
又

司
同

本 学 開免許
状の
種類

備 考

履修年次単位開 設 科 目単位科 目

福 祉社 会 研 究I

(社会福祉制度・政策）
福祉 社 会 研 究II
（福祉コミュニティ）

福 祉社 会 研 究Ⅲ
(ソーシャルワーク研究）

福 祉社 会 研 究Ⅳ
（国際福祉文化研究）

障害者とコミュニティ

高齢者の生活の質研究
ジェンダーと福祉

家 族 と 社 会 政 策
マイノリティヒノーマライゼーション

ソーシャル･インクルージョン

ソーシャルワーク教育

ソーシャルワークと貧困問題

ソーシャルワークと職I擁護

国際社会福祉調査･研究
社会福祉調査・研究I

（理 論）

社会福祉調査・研究11
（事例研究）

福祉ネットワークとIT
福 祉 社 会 演 習I

(社会福祉制度・政策）
福 祉 社 会 演 習1I
（福祉コミュニティ）
福 祉 社 会 演 習1I1

(ソーシャルワーク研究）
福 祉 社 会 演 習Ⅳ
（国際福祉文化研究）

4 1．2

福祉の教科に関|，‘する科目
4 1 1．2

4 1 1．2

4 1．2

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

専
修

免
許

状

2 1 1．2

２
２

２
６

１
１

6 1．2

6 1．2

6 1．2
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4） 国際アドミニストレーション専攻

第8表〔社会・公民関係授業科目〕

教育職員免許法施行規
則に定める教科に関す
る専門教育科目及び最
低修得単位数

訊亟

科 目本 学 開免許
状の
種類

備 考

履修年次単位開 設 科 目科 目 単位

国際ｱﾄﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ基鯖I

国際ｱﾄﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ基艤II

国際交流・協力研究I
（国際協力）

国際交流・協力研究Ⅲ
（国際政治）

国際交流・協力研究Ⅳ

（国際法）

グローバル問題研究I
（エネルギー）

グローバル問題研究ⅡI

（民族問題）

グローバル問題研究Ⅳ

（ジェンダー）

グローバル問題研究V

（人 口）

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究11

(国際ジャーナリズム）

事例研究特別講義I
（行政学）

事例研究特別講義1I
（経済学）

２
２
２

２
２
２

１
１
１

２
２
２

社会及び公民の

教科に関する科
目

2424

22 1．2

2 1 22

専
修

免
許

状

1．222

1．222

2 1．22

2 1 1．22

2 1 1．22

2 1．22

2 1．22
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2．

1)

経営情報学研究科

起業マネジメント専攻

第9表〔商業関係授業科目〕

教育職員免許法施行規
則に定める教科に関す
る専門教育科目及び最
低修得単位数

科 目設本 学 開免許
状の
種類

備 考

’ 履修年次単位開 設 科 目単位科 目

1．2

1．2

1．2

1．2

1．2

1．2

1．2

1．2

1．2

1．2

1．2

1．2

1．2

1．2

1．2

1

起業マネジメント研究I
(グローバル，マネジメン|､）
起業マネジメント研究11
(ローカル･マネジメント）
起業マネジメント研究1I1
他業ﾏﾈｼﾒﾝﾄのﾏｰｹﾃｨﾝｸ）
起業マネジメント研究Ⅳ
侭業ﾏﾈｼﾒﾝﾄのﾛｼｽﾃｨｸｽ）
起業マネジメント研究V
(起業マネジメントの会計）
起業マネジメント研究Ⅵ
(起業マネジメントの情報）
起業マネジメント特別討議I
（国際人的資源論）

起業ﾏﾈｼﾒﾝﾄ特別講義I1
（国際ビジネス論）

起業マネジメント糊I討議Ⅲ
（製品開発論）

起業ﾏﾈｼﾒﾝﾄ特別談義Ⅳ
（流通機構論）

起業ﾏﾈｼﾒﾝﾄ翻り認議V
（財務管理論）

起業マネジメン|､特別誰義Ⅵ
（国際会計論）

起業ﾏﾈｼﾒﾝﾄ特別講義Ⅶ
（財務会計論）

起業マネジメント特別諦義Ⅲ
（情報科学論）

起業マネジメント特別講義皿
（情報環境論）

起業マネジメント演習IA
（グローバル･マネジメント）
起業マネジメント膨摺IB
（グローバル･マネジメン|､）
起業マネジメント演習11A
（ローカル･マネジメント）
起業マネジメンI､諺摺IIB
（ローカル･マネジメント）
起業マネジメントMglll A
(起業ﾏﾈｼﾒﾝﾄのﾏｰｹﾃｨﾝｸ）
起業マネジメント演習IIIB
(起業ﾏﾈｼﾒﾝﾄのﾏｰｹﾃｨﾝｸ）
起業マネジメント演習ⅣA
(起業ﾏﾈｼﾒﾝﾄのﾛｼｽﾃｨﾝｸ）
起業マネジメント演習ⅣB
(起業ﾏﾈｼﾒﾝﾄ伽ｼｽﾃｨﾝｸ）
起業マネジメントiaFVA
（起業マネジメントの会計）
起業マネジメント演習VB
（起業マネジメントの会計）

４
４

４
４

４
４

２
２

２
２

商業の教科に関'2‘する科目

2

2

2

２
２

４
４

４
４

４
４

４
４

４
４

2

1

2

1

2

1

2

1

2
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教育職員免許法施行規
則に定める教科に関す
る専門教育科目及び最
低修得単位数

科 目本 学 開

旭
又
三
両

免許
状の
種類

備 考

’ 履修年次単位開 設 科 目

起業マネジメント演習ⅥA
(起業マネジメントの情報）
起業マネジメント演習ⅥB
(起業マネジメントの情報）

単位科 目

1

４
４

2

111．教育職員免許状申請について

教育職員免許状の申請は，大学から千葉県教育委員会に一括して行う。申請手続きについては，

2年次の後期に説明会を行う。なお，教育職員免許状は修了式当日に交付する。



城西国際大学学友会

学友会規約

学友会連絡協議会規約

学友委員会規約

城西国際大学学友会
学友会規約

学友会連絡協議会規約

学友委員会規約

学
学
学
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城西国際大学学友会組織図
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学友会規約

第1章 総 則

第1条 本会は，城西国際大学学友会と称し，本部を千葉県東金市求名1番地，城西国際大

学内に置く。

第2条 本会は，次の2種の会員より構成する。

（1） 正 会 員

（2） 賛助会員

第3条 正会員は，城西国際大学の全学生とする。

第4条 賛助会員は，城西国際大学の理事長，専務理事，教員，職員並びに父母後援会役員

とする。

第5条 賛助会員の本会における地位は，本会の健全円滑な運営のための助言者又は協力者

である。

第6条 本会は，会員相互の自主的活動により，学術および文化・体育の向上を図り，併せ

て会員相互の人格の高揚を指向すると共に，本学の発展に資することを目的とす

る。

第7条1項 本会は，前条のLI的を達成するために以下の機関を設置する。

（1）学友会連絡協議会

（2）学友委員会

（3）学術団体委員会

（4）課外活動委員会

（5）学術団体顧問会

（6）課外活動顧問会

2項 上記運営機関の規約は，別にこれを定める。

第2章 役 員

第8条1項 会長は，学長とし，会務を総括する。

2項 副会長は，経営情報学部長，人文学部長，事務局長の3名で構成し，会長の援助を

する。また，会長が職務を遂行できない場合は，その職務を代行する。

3項 名誉会長は理事長，名誉副会長は専務理事とし，本会を統括する。

第3章 会 計

第9条1項 本会の支出は，正会員の納入する会費，援助金，父母後援会助成金，寄附金，その

他の収入をもってあてる。

2項 諸団体への配付については，学友会連絡協議会の合意により決定する。

3項 正会員の納入する会費は，年間5,000円とする。
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第10条 本会の会計年度は，毎年4月1日に始まり翌年3月31日に終わる。

第4章 規約改正

本会規約の改正については，学友会連絡協議会において審議する｡

本会の規約改正の決議は，委員3分の2以上の出席を必要とし，過半数をもって決

する。

可否同数の場合は，議長の決するところとする。

本会の規約改正が成立したときは，改正資料を1カ月間学生掲示板に発表するもの

とする。

第11条1項

2項

項
項

３
４

学友会連絡協議会規約

第1章 総 則

城西国際大学学友会規約第7条2項に基づき，城西国際大学学友会連絡協議会規約

を定める。

本協議会は，城西国際大学学友会連絡協議会と称し，本部を城西国際大学内に置く。

本協議会は，城西国際大学学友会の運営が円滑に行われることを目的とし，城西国

際大学学友会の発展に寄与する事項を審議，承認する機関とする。

第1条

条
条

２
３

第
第

第2章 会 員

本協議会は，学友会会長，副会長（3名)，学術団体顧問会会長，副会長，課外活

動顧問会会長，副会長，父母後援会代表（1名)，学生部長，副部長，学生課長お

よび学友委員会代表（5名)，学術団体委員会代表（2名)，課外活動委員会代表

（2名）の21名で構成する。

第4条

第3章 協 議

本協議会は，次の事項の審議 承認を行う。

（1）学友委員会の役員の選出

（2）学友会予算の調整

（3）学友会規約および学友会に属する機関の規約の改正

（4）学友会所属団体の承認

（5）学友会運営に必要な事項

本協議会の議長は，学生部長が行い，不在の時は副部長および学生課長が行う。

第5条

第6条

学友委員会規約

第1章 総 則

城西国際大学学友会規約第7条2項に基づき，城西国際大学学友委員会規約を定め第1条
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る。

本会は，城西国際大学学友委員会と称し，本部を城西国際大学内に置く。

本会は，城西国際大学学友会正会員の代表で構成する。

本会は，城西国際大学学友会の運営が円滑に行われることを目的とするとともに，

第2条 本会は，城西国際大学学友委員会と称し，本部を城西国際大学P

第3条 本会は，城西国際大学学友会正会員の代表で構成する。

第4条 本会は，城西国際大学学友会の運営が円滑に行われることを目間

城西国際大学学友会の発展に寄与するものとする。

第5条1項 本会は，前条の目的を達成するために以下の機関を設置する。

（1）学術団体委員会

（2）課外活動委員会

（3）編集委員会

（4）生活委員会

（5）大学祭実行委員会

（6）卒業アルバム編集委員会

（7）マルチメディア広報委員会

（8）吹奏楽団

（9）チアリーダース

2項 上記運営機関の規約は，別にこれを定める。

3項 本会の運営上必要と認めた場合は，新たに運営機関を設置する。

第2章 役 員

第6条 役員は，以下の役員を置く。

（1）会 長 1名

（2）副会長 2名

（3）総 務 1名

（4）会 計 2名

（5）監 査 2名

（6）渉 外 2名

第7条1項 会長は，本会を総括し全ての事項に対し全責任を負うものとする。

2項 副会長は，会長を補佐し，会長不在の時はその職務を代行する。
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城西国際大学学会会則

第1条 本会は，城西国際大学学会と称する。

第2条 本会は，事務局を城西国際大学内（学務課）に置く。

第3条 本会は城西国際大学における教育研究活動を推進し，人文科学及び経営情報学研究の進
展と会員相互の交流を図ることを目的とする。

第4条 本会は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う。

1． 機関誌・会報等の発行

2．研究会・講演会及びシンポジウム等の開催

3．ワークショップ等，会員によるグループ研究活動

4．研究活動による地域社会への寄与

5． 本会が必要と認めた他団体との共同研究

6．その他本会が必要と認めた研究活動

第5条 本会は，次の会員をもって構成する。

1． 正会員

（1）本学人文学部・経営情報学部・大学院人文科学研究科及び経営情報学研究科留学
生別科の専任教員

（2）本学国際文化教育センター及び情報科学研究センターの研究員

（3）本学人文学部・経営情報学部・大学院人文科学研究科及び経営情報学研究科の学
生

（4）本学非常勤講師及び本学専任職員の希望者

2． 特別会員

（1）本学の卒業生有志及び大学院人文科学研究科及び経営情報学研究科修了者有志

（2）本学会の承認を得た者

3． 賛助会員

（1）本学会の趣旨に賛同し，学会の事業，活動に対して助言及び援助を行う者

第6条 本会に次の役員を置く。

1． 会 長 1名

2． 副会長 若干名

3． 監 事 2名

4． 委 員 若干名

第7条 会長は学長とする。

2 会長は会務を統括し，本会を代表する。

3 副会長，監事，委員は正会員より会長が委嘱する。

4 本会の運営のため，会長，副会長，委員によって運営委員会を構成する。
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5 会長は運営委員会を招集し，議長となる。

6 機関誌編集，研究会・講演会等の企画，渉外・広報，会計，庶務等は，会長から委嘱された

委員がこれに当たり，必要に応じて委員会を設けるものとする。

7 その他，特に必要がある場合には特別委員会を置くことができる。

第8条 本会に，以下の各分科会を置く。

1． 人 文 学 会

2． 女 性 学 会

3． 経営情報学会

第9条 各分科学会は，第3条の目的を達成するため，第4条に定めた事業を行うことができる。

第10条 本会は，年1回総会を開催し，事業，会計等についての報告を行う。

第11条 本会の経費は，会費及び寄付金その他の収入をもってこれに充てる。

第12条 会員は，次の会費を納入するものとする。

1． 正 会 員 年額 3, 000円

2．特別会員 年額 2, 000円

3． 賛助会員 年額 個人（一口) 6, 000円

法人（一口) 30, 000円

第13条 本会の会計年度は，毎年4月1日から翌年3月31日までとする。

付 則 本会会則は，平成8年4月1日から施行する。



城西国際大学同窓会

城西国際大学同窓会
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城西国際大学同窓会規約

第1章 総 則

第1条 本会は城西国際大学同窓会（以下「本会」という｡）と称する。

第2条 本会は会員相互の親睦をはかるとともに，城西国際大学の発展に寄与することを目的と

する。

第3条 本会は次の事業を行う。

（1）学校法人城西大学，城西国際大学と同窓会（本部・支部）および会員との連絡

（2）会員名簿および会報の発行

（3）その他本会の目的を達成するのに必要な事業

第4条 本会の本部は城西国際大学内におく。

第5条 本会の会員は正会員・準会員・特別会員および賛助会員とする。

（1）正会員は城西国際大学の卒業生とする

（2）準会員は城西国際大学に在学中のものとする

（3）特別会員は法人役員・城西国際大学の教職員とする

（4）賛助会員は城西国際大学に一定期間在籍したのち退学したもので総会において認められた

ものとする

（5）他大学より城西国際大学大学院に入学し，修士または博士の課程を修了したもので，入学

金および会費を納入したものは正会員とする

第6条 本会に次の機関をおく。

（1）総 会

（2）役 員 会

（3）支部長会

第2章 総 会

第7条 総会は本会の最高決議機関とする。

2 総会は正会員をもって構成し，定例総会は会計年度が終了後3か月以内に開催するものとし，

1か月以前に公示するものとする。

第8条 次の場合は臨時総会を開催することができる。

（1）会長が必要と認めたとき

（2）正会員200名以上の署名をもって要求があったとき

第9条 総会は会長が召集する。

第10条 会長は総会の議長となる。副議長は会長の指名するもので総会で認められたものとする。
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第11条 総会は次の事項を議事として審議する。

（1）事業計画およびそれに基づく予算案に関すること

（2）事業報告およびそれに基づく決算案に関すること

（3）役員選出および改選に関すること

（4）規約の改正に関すること

（5）その他重要事項に関すること

第3章 役員・役員会および支部長会

第12条 本会に次の役員をおく。

（1）会 長 1名

（2）副 会 長 若干名

（3）幹 事 若干名

（4）監 事 2名

第13条 本会に名誉会長（理事長)，名誉副会長（常務理事及び学長）をおき，本会を統括する。

顧問（学生部長・副部長）および相談役を若干名おく。

2 名誉会長及び名誉副会長は，総会及び役員会に出席することができる。

第14条 会長・幹事および監事は総会において正会員のうちより選出する。但し，支部長は支部

長に就任と同時に幹事となる。

2 副会長は会長の指名するもので総会において認められたものとする。

3 相談役は会長・副会長の経験者および総会において推薦されたものとする。

第15条 役員の任期は2年とし，再任を妨げない。ただし，補欠による後任者の任期は，前任者

の残任期間とする。また，支部長である幹事の任期は支部長在任期間とする。

第16条 会長は役員会にはかり運営委員若干名をおくことができる。

第17条 会長は本会を代表し会務を総理する。

2 副会長は会長を補佐し，会長ことあるときは会長代行となる。

3 幹事は役員会を組織し会務を遂行する。

第18条 役員会は正副会長および幹事をもって構成し，会長が議長となり総会に提案する議事を

審議決定する。

2 役員会の運営規定については別にこれを定める。

第19条 相談役は会長の要請により役員会に出席し意見を述べることができる。

第20条 支部長会は各支部長をもって組織し会務を遂行する。

2 支部長会の運営規定については別にこれを定める。

第4章 会計監査

第21条 監事は本会の会計を監査し，総会において監査報告をしなければならない。
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第5章 会 計

第22条 本会の運営は入会金・会費・寄付金およびその他の収入による。

第23条 会員は入学時に準会員費として10, 000円，卒業時に終身会費として40, 000円をそれぞれ
納入しなければならない。

第24条 本会の会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする。

第6章 規約改正

第25条 本会の規約改正は次の場合に役員会の議を経て総会で決定する。

（1）会長が必要と認めたとき

（2）正会員の1割の署名により要求のあったとき

第7章 事務局

第26条 本会の事務を遂行するために本部に事務局をおく。

2 事務局に関する必要な規則は役員会の議を経て会長が定める。

付 則 本規約は，平成8年4月1日から施行する。
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父母後援会共済事業規約

1． 趣旨及び事業

城西国際大学父母後援会では，城西国際大学学生（大学院生及び別科学生を含む｡）の父母
又は学費負担者として登録された者（様式1）を会員とし，相互扶助の精神に則り，次のよう
な共済事業を行う。

（1）在学生を対象として「学生教育研究災害傷害保険」（以下，「学生保険」という）及び「総
合福祉団体定期保険」（以下「生命保険」という）に加入することにより，正課授業中や課
外活動又学内外を問わずに24時間学生生活を保障し，次のようなときは各保険特約条項にも
とずく保険金の支払いを受けられるようにする。

① 正課中及びそれに準ずる研究活動中に発生した傷害及び死亡，後遺症

② 学生の日常生活（課外活動等も含む）で蒙る不慮の事故による死亡または所定の高度障
害になったとき若しくは入院及び所定の障害状態になったとき。

③ 病気による死亡または所定の高度障害になったとき。

④ 生命保険の保険金受取人は，会員とする。

（2）会員が不慮の災害に遭遇されたときは，見舞金を支給する。

（3）学生の正課中及び課外活動，生活中の傷害事故に対して見舞金を支給する。

共 済 費

(1)学生1人年額9, 000円を会員負担とする。

(2)共済費納入は入学時9, 000円とし,2年次以降毎年4月末日までに9, 000円を納入する。
(3)共済事業運営上やむを得ざる場合には増額することができる。

2

3． 共済費の支出内訳

（1）学生保険に関する保険料

保険料については，保険約款に基づく料額とする。ただし，役員会に報告するものとする。
経営情報学部 入学時（4年間） 3,200円

人 文 学 部 入学時（4年間） 3,200円

大 学 院 入学時（2年間) 1, 700円

別 科 入学時（1年間） 950円

保険有効期間は卒業年度の3月31日までとする。

（2）生命保険に関する保険料

保険料については，保険約款に基づく料額とする。ただし，役員会に報告するものとする。
保険有効期間は1年間（4月1日から3月31日）
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(3)共済基金

異常事態に対応するため，基金を設ける。

4． 会員の死亡による授業料の奨学金

学費支弁者たる会員が死亡した時は，その意思をつぎ無事子弟が，通常の卒業課程の範囲内

までの授業料を奨学生として，本人の申し出により無利息で貸与を行うものとする。

なお，この細則については別に定める。

5． 事故の際支払われる保険金

（1）学生保険の保険金

保 険 金分区

2, 000万

6, 000円～30万円

90万円～3, 000万円

4, 000円

1, 000万円

3万円～30万円

1.5万円～30万円

45万円～1,500万円

4,000円

①正課中の死亡

〃 傷害（4日以上）

後遺障害保険金

入院給付金(180日を限度)1日につき

②課外活動中・通学中・学校施設内または学内移動中の死亡
〃 の傷害（14日以上）

通学中・施設間移動中の傷害（7日以上）

後遺傷害保険金

入院給付金（180日を限度）1日につき ’
※後遺障害金は，保険に保険約款による所定の身体障害の程度に応じて保険金が支払
われます。

生命保険の保険金(2)

烹司’ 区 分

病気による死亡・高度障害

不慮の事故による死亡・高度障害

障害給付金

入院給付金（入院5日以上120日を限度）

保 険

150万円

150万円

15万円～105万円

1日2,250円

※高度障害保険金は，普通保険約款に定める所定の高度障害状態に該当したときに支
払われます。また，障害給付金は，災害総合保障特約条項に定める所定の身体障害
の程度に応じて支払われます。

(3)その他

通学途中，正課中の事故発生による死亡又は傷害の際には，上記学生保険と生命保険の保

険金が支払われます。

例えば，死亡の場合は2, 000万円+ 150万円，合計2, 150万円が支払いを受ける保険金です。

6． 各種見舞金

（1）弔慰金（様式2）

① 会員が死亡した場合は10万円の弔慰金を支給する。
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② 学生が死亡した場合は10万円の弔慰金を支給する。

(2)傷害見舞金（様式2）

① 学生が正課中傷害事故を起こした場合は，完治するまでの治療費の実費10万円を限度と

して給付する。

ただし，4日以上の治療については学生保険から治療費が給付されるので，その給付額

を差し引いた金額の限度を10万円とする。

② 学生が正課中以外の課外活動等で傷害事故を起こした場合は，完治するまでの治療費の

実費10万円を限度として給付する。

ただし，14日以上の通院又は5日以上の入院治療については，学生保険から入院給付金

が給付されるので，その給付額を差し引いた金額の限度を10万円とする。

③ 学生が通学途中・施設間移動中に傷害事故を起こした場合は，完治するまでの治療費の

実費10万円を限度とし給付する。但し7日以上の治療については学生保険から治療費が給

付されるので，その給付額を差し引いた金額の限度を10万円とする。

7． 本共済事業の経費は共済費をもってこれにあてる。但し，本共済事業及び父母後援会事業の

運営にともなう収支決算に過不足が生じた場合には 相互に運用できるものとする。

付 則

1. 本共済事業規約は平成4年4月1日より実施する。

ただし，学生保険の適用は，平成4年6月1日からとする。

2．本共済事業規約は平成6年4月1日一部改正。

ただし，学生保険の適用は，平成6年度入学生からとする。

3． 本共済事業規約は平成8年4月1日一部改正。

ただし，学生保険の適用は，平成8年度入学生からとする。

4． 本共済事業規約は平成10年4月1日一部改正。

ただし，学生保険の適用は，平成10年度入学生からとする。

5．本共済事業規約は平成14年4月1日一部改正。

ただし，学生保険の適用は，平成14年度入学生からとする。
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I

iを締貯}j受験勝}」

(1枚目…･･父母後援会用）

登 録 書

城西国際大学父母後援会会長 殿
平成 年 月 H

住
所

（ ）〒 （ － TEL）

父
母

学生との続柄

フリガナ

’
学生との続柄

印氏 名

私 は 下 記 学 生 の 学 費 負 担 者 で あ る こ と を 登 録 い た し ま す。

学 科学 部

研究科

些

子・ 部

専 攻大 学 院

専 修別 科

｜性 別 生 年 月 日

年 月 l－l

フリガナ

1.y4 2.女学生氏名

溝
葬
露
蹄
恥

届
壺

この登録書が未提出ですと，共済費が納入されていても，保険が成立しませんので

必ず合格書類といっしょに返送してください。

1枚目および2枚IIとも必ず捺印してください。また,2枚とも返送してください。

※柵は記入しないでください。

父母柵の続柄は，学生からみた関係を記入してください。

1

卓
ゴ
合
口
ｑ
ｐ

ｕ
阿
耐

，
ｈ
Ⅱ

２
３

４

砦
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様式2

平成 年 月 日

城西国際大学

父母後援会会長 殿

学 部

研究科

別 科

学科

専攻

専修

学籍番号

学生氏名

請求人住所

氏 名 ④

父母後援会共済事業規約による（弔慰金・見舞金）の給付を請求いたします。

記

種 別

添付書類

そ の 他

銀
支

種

●
●
■

１
２

３

行
店

名
名

別

銀行

支店

普 通 当 座

4． 口座番号

5． 口座名義人

城国父発 第 号

後援会長 事務局長 総務課長 学生課長 係
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